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人口と世帯数
《常住人口8.1現在》 

（　）内は前月比較

●人　口：
　男
　女

●世帯数：29,047世帯（＋34世帯）
●7月の出生数：45人
●7月の死亡数：75人

74,446人（－35人）
36,475人 （－2人）
37,971人（－33人）

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
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広報かさまが
スマートフォン
で読めます

―かさま― 9
No.162

2019
令和元年  koho K

asam
a

 広
報

か
さ

ま

 特 

集

 

い
よ
い
よ
、

茨
城
国
体

かさま新栗まつり
　「笠間の栗」を広くPRするため、栗をテーマにした「第13回かさま新栗
まつり」を笠間芸術の森公園で開催します。
　栗菓子、生栗などの販売や、栗を使ったゲーム、栗スイーツ作り体験教室、小
学生からアイディアを募る『かさまの「栗」アイディアレシピコンテスト』などが
あり、家族連れでも楽しめるおまつりです。
　また、今回も各店舗の特色を詰め込んだモンブランが集まるコーナーや特別企画
などのイベントを企画しています。
　ぜひ、ご来場いただき、旬の栗をご賞味ください。

第13回

覚
味
の
秋
も
年
今

栗

　ゆで栗・栗ご飯をはじめ、和菓子・洋菓子など、さまざまなもの
に使用されている「栗」。とっても美味しい秋の味覚「栗」の季
節が今年もやってきます！
　笠間市は、温暖な気候と肥沃な大地に恵まれ、日本一と
名高い「栗」が生産されています。

栗を育て 栗をいただく

10月5日（土）・6日（日）
午前9時～午後4時
笠間芸術の森公園  イベント広場

（笠間市笠間2345）

日時

会場

○アクセス
　電車で▶J R常磐線「友部駅」から、かさま観光周遊バスもしくは有料シャトルバスで

約10分。またはJR水戸線「笠間駅」から、かさま観光周遊バスで約15分。
　お車で

※会場周辺は混雑が予想されますので、市内臨時駐車場をご利用ください。（有料シャトルバス運行）
▶北関東自動車道「友部IC」から、国道355号に入り約10分。

【問い合わせ】「笠間の栗」を考える会（事務局：農政課内 内線527）

新栗まつりの様子

第13回特別企画 ①あの紅白出場歌手「純烈」によるスペシャルライブが決定！
②中川学園調理技術専門学校
　　真嶋氏による「公開！栗クッキング」
③岩崎 均シェフの「栗トークショー」
　「TRAIN SUITE 四季島」の初代総料理長
　「ホテルメトロポリタン エドモント」の総料理長



国体本番
応援に行こう！

窓口延長
サービス

10月の休日
救急診療当番

日曜日
火曜日
水曜日
木曜日

市役所本所
岩間支所
市役所本所
笠間支所

8：30～12：00
17：15～19：30
17：15～19：30
17：15～19：30

市民課（交付業務のみ）、収税課（月末のみ）
市民窓口課
市民課、保険年金課、税務課、収税課
市民窓口課

　
今
月
28
日
に
茨
城
国
体
が
ス
タ
ー
ト
し
、市
内
で
は
正
式
競
技
の
軟
式
野

球
、ク
レ
ー
射
撃
、ゴ
ル
フ
の
３
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
得
て
の
開
催
で
あ
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
国
体
に
は
笠
間
市
出
身
の
選
手
も
出
場
し
ま
す
。国
体
競
技
を
見
学
す
る

機
会
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、応
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
体
は
、戦
後
の
荒
廃
と
混
乱
の
中
で
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
国
民
に
、と

り
わ
け
青
少
年
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
よ
う
と
昭
和
21
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、

茨
城
県
で
は
今
回
が
2
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
少
子
化
に
伴
い
、団
体
競
技
を
中
心
に
チ
ー
ム
数
が
減
少
し
、地
方
大
会

の
維
持
等
に
課
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。最
近
は
、国
体
の
在
り
方
に
つ
い

て
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
う
え
で
は
、内

容
を
し
っ
か
り
議
論
し
て
、時
代
に
あ
っ
た
よ
り
良
い
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
と

し
て
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
会
に
は
、市
職
員
が
2
名
出
場
し
ま
す
。1
名
は
ラ
イ
フ
ル
射

撃
の
竹
澤
隼
、も
う
1
名
は
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
東
野
美
咲
で
す
。

　
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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地域おこし協力隊

からだと向き合う

情報しっとく日和!

フェイス to フェイス

企業セレクション

Hot People

コンデキ

かさまぽけっと はじめてのお誕生日

熱血少年少女応援部

第13回 かさま新栗まつり
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※左記以外の
　窓口の延長業務は
　行っていません。

※平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　 は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※当番医は変更になる場合があります。
※急な病気で心配なとき、医療機関をお探しのときは
　 ご利用ください。24時間365日対応です。
子ども救急電話相談

おとな救急電話相談
短縮ダイヤル ♯8000 または TEL.03-5367-2367

短縮ダイヤル ♯7119 または TEL.03-5367-2365

曜日 場所 時間 窓口延長課

10月14日（月）
10月22日（火）

てらだ内科消化器科
あやか内科クリニック

0296-70-5500
0296-71-30229：00～17：00

日付・曜日 病院名 電話番号

特集

お知らせ 今
月
の

た
け
ざ
わ
は
や
と

ひ
が
し  

の  

み 

さ
き

昭和49年
「水と緑のまごころ国体」での茨城県選手団入場行進
提供：茨城県 国体・障害者スポーツ大会局 特 

集

 

い
よ
い

、
よ

体
国
城
茨

［表紙］

稲垣繁實師範による演武
茨城国体デモンストレーションスポーツ
合気道（8月25日開催）

［題字］

関 紫芳さん（書作家／大古山在住）
せき し ほう

いながきしげ み

皆
さ
ん
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
ご
存
知
で
す
か
？

〜
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
10
月
か
ら
本
格
稼
働
〜

　
買
い
物
の
と
き
に
S
u
i
c
a
や
n
a
n
a
c
o
な
ど
の
電

子
マ
ネ
ー
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
な
ど
、
現
金
以
外
で
支
払
い
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　
日
本
は
こ
れ
か
ら
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

2
0
2
5
年
の
大
阪
万
博
な
ど
、
世
界
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
続
け

て
控
え
て
い
て
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
近
年
は
い
ろ
い
ろ
な
国
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
主
流
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
多
く
の
外
国
人
は
現
金
を
あ
ま
り
持

ち
歩
き
ま
せ
ん
。
外
国
人
観
光
客
が
日
本
で
買
い
物
を
し
よ
う

と
し
て
も
、
そ
の
店
舗
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
対
応
し
て

お
ら
ず
、
購
入
を
諦
め
る
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
「
買
い
た
い
」
と
い
う
人
が
い
て
も
、
売
る
た
め
の
環
境
が

整
っ
て
い
な
け
れ
ば
利
益
を
生
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
日
本
全
体
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
の
動
き
が
高
ま
っ

て
い
る
今
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
14
ペ
ー
ジ
の
情
報
し
っ
と
く
日
和
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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市民課（交付業務のみ）、収税課（月末のみ）
市民窓口課
市民課、保険年金課、税務課、収税課
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で
、ぜ
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に
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し
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き
、応
援

を
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い
し
ま
す
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は
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後
の
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と
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で
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を
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て
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に
、と
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わ
け
青
少
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に
勇
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希
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を
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え
よ
う
と
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に
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、
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で
は
今
回
が
2
回
目
の
開
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と
な
り
ま
す
。

　
少
子
化
に
伴
い
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体
競
技
を
中
心
に
チ
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数
が
減
少
し
、地
方
大
会

の
維
持
等
に
課
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。最
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は
、国
体
の
在
り
方
に
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て
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、ス
ポ
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ツ
の
振
興
を
図
る
う
え
で
は
、内

容
を
し
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か
り
議
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し
て
、時
代
に
あ
っ
た
よ
り
良
い
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
と

し
て
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
会
に
は
、市
職
員
が
2
名
出
場
し
ま
す
。1
名
は
ラ
イ
フ
ル
射

撃
の
竹
澤
隼
、も
う
1
名
は
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
東
野
美
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で
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。

　
応
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を
よ
ろ
し
く
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い
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ま
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。
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いよいよ、国体

市長コラム
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地域おこし協力隊

からだと向き合う

情報しっとく日和!

フェイス to フェイス

企業セレクション

Hot People

コンデキ

かさまぽけっと はじめてのお誕生日

熱血少年少女応援部

第13回 かさま新栗まつり
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※左記以外の
　窓口の延長業務は
　行っていません。

※平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　 は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※当番医は変更になる場合があります。
※急な病気で心配なとき、医療機関をお探しのときは
　 ご利用ください。24時間365日対応です。
子ども救急電話相談

おとな救急電話相談
短縮ダイヤル ♯8000 または TEL.03-5367-2367

短縮ダイヤル ♯7119 または TEL.03-5367-2365

曜日 場所 時間 窓口延長課

10月14日（月）
10月22日（火）

てらだ内科消化器科
あやか内科クリニック

0296-70-5500
0296-71-30229：00～17：00

日付・曜日 病院名 電話番号

特集

お知らせ 今
月
の

た
け
ざ
わ
は
や
と

ひ
が
し  

の  

み 

さ
き

昭和49年
「水と緑のまごころ国体」での茨城県選手団入場行進
提供：茨城県 国体・障害者スポーツ大会局 特 

集

 

い
よ
い

、
よ

体
国
城
茨

［表紙］

稲垣繁實師範による演武
茨城国体デモンストレーションスポーツ
合気道（8月25日開催）

［題字］

関 紫芳さん（書作家／大古山在住）
せき し ほう

いながきしげ み

令和元年 広報かさま ［９月号］ No.1623



特 
集

い
よ
い
よ
、

茨
城
国
体

国
体
の
火
が
灯
る

　
9
月
28
日
か
ら
、
い
き
い
き
茨
城

ゆ
め
国
体
が
始
ま
り
ま
す
。
茨
城
県

で
国
体
が
開
催
さ
れ
る
の
は
、
昭
和

49
年
（「
水
と
緑
の
ま
ご
こ
ろ
国
体
」

以
来
45
年
ぶ
り
。
さ
ら
に
、
今
回
は

天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
て
初
の
記
念

す
べ
き
大
会
で
す
。

　
開
催
に
先
立
ち
、8
月
4
日（
日
）、

炬
火
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
「
聖
火
」

に
あ
た
る
）
の
採
火
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
笠
間
稲
荷
神
社
の
祭
事
「
献

燈
祭
」
の
火
を
、
か
さ
ま
歴
史
交
流

館
井
筒
屋
ま
で
運
び
、
市
内
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
作
成
し
た
400
個
の
手
作

り
ラ
ン
タ
ン
に
灯
し
ま
し
た
。

　

こ
の
火
は 

、
歴
史
と
伝
統
「
か

さ
ま
の
火
」
と
し
て
、
県
内
44
市
町

村
の
火
と
共
に
、
い
き
い
き
茨
城
ゆ

め
国
体
の
総
合
開
会
式
で
、
笠
松
運

動
公
園
の
笠
間
焼
製
の
炬
火
台
に
灯

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
8
月
25
日
（
日
）
に
は
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
合
気
道
が
合
気
道
特
設
会
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
国
体
本
番
間
近
。
市
内

開
催
競
技
の
観
戦
や
笠
間
市
出
身
の

選
手
を
応
援
し
て
、
国
体
を
存
分
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

天皇陛下御即位記念

9

7

8 6 5

4

3

2

1

１．笠間焼の炬火受皿に灯る歴史と伝統「かさまの火」　２．「献燈祭」の火を笠間の火としていただきました　３．炬火トーチ
に採火する総合開会式笠間市代表炬火走者の柴田さん　４・５．炬火を運ぶ様子　６．炬火受皿に火を灯す柴田さん　７．献
燈祭採火式に参加したみなさん　８．ランタンに火を灯す様子　９．かさま歴史交流館井筒屋の交流広場を照らすランタン

令和元年 広報かさま ［９月号］ No.162 4



PICK
UP!注目選手

飯
いい

島
じま

 陸
りく

斗
と

選手
陸上　800m
第102回日本陸上競技選手権大会
男子800ｍ　第3位

石
いし

川
かわ

 竜
りゅう

多
た

選手
柔道
全日本柔道連盟
強化指定選手

阿
あ

部
べ

 ひかり選手
陸上　100m・200m

中
なか

村
むら

 太
だい

地
ち

選手
陸上　砲丸投げ
2018セイコー・ゴールデン
グランプリ大阪で日本記録樹立

東
ひがし

野
の

 美
み

咲
さき

選手
ソフトボール
第５回アジア女子ジュニア
選手権大会　優勝

大
おお

崎
さき

 法
のり

子
こ

選手
陸上　砲丸投げ・ソフトボール投げ

江
え

連
づれ

 春
はる

樹
き

選手
相撲
令和元年度全国高校総体
相撲競技大会　個人ベスト32

竹
たけ

澤
ざわ

 隼
はやと

選手
ライフル射撃
福井国体 エアライフル
男子立射60発　６位

増
ます

子
こ

 勝
かつ

也
や

選手
陸上　50m・ソフトボール投げ
強化指定選手

いきいき茨城ゆめ国体・大会に出場
する笠間にゆかりのある選手を一部
紹介します。詳細は国体ホームペー
ジをご覧ください。

予選をしっかり通過して、決勝で勝ち
切る姿をお見せできるように頑張りま
す。ぜひ現地で応援をお願いします！

【日程】10/4～8
　　　笠松運動公園陸上競技場

地元での国体なので、いつも以上
に優勝目指して頑張ります。応援
よろしくお願いします。

【日程】10/5～7
　　　龍ケ崎市総合体育館たつのこアリーナ

全力で走れるように頑張るので、
応援お願いします。

【日程】10/12～14
　　　笠松運動公園陸上競技場

出場選手の情報は国体ホームページで随時紹介していきますので、国体に出る選手を知っている方は、国体推進室（内線 242）
に情報提供をお願いします。

日本記録保持者として悔いのない投て
きを行い、優勝を目指して頑張ります。
さらなる高みを目指していきます。

【日程】10/4～8
　　　笠松運動公園陸上競技場

私のフルスイングをぜひ会場で見
ていただけたらなと思います。一緒
に茨城国体を盛り上げましょう！

【日程】9/29～10/1
　　　山吹運動公園・白羽スポーツ広場

地元の大会なので、悔いのないよ
うに頑張ります。

【日程】10/12～14
　　　笠松運動公園陸上競技場

自分自身が理想とする押し相撲で
勝つことと、上位進出して天皇杯
獲得に貢献できるよう頑張ります。

【日程】9/29～10/1
　　　霞ヶ浦文化体育会館

ライフル射撃は「動いてはいけな
い」珍しいスポーツです。茨城
国体を機にぜひ覚えてください。

【日程】10/4～6
　　　茨城県営ライフル射撃場

初出場ですが、優勝を目指し
頑張りたいと思います。皆さ
ん応援お願いします。

【日程】10/12～14
　　　笠松運動公園陸上競技場

国体HP

第74回 国民体育大会出場

第19回 全国障害者スポーツ大会出場

令和元年 広報かさま ［９月号］ No.1625



ゴルフ（女子・少年男子）

クレー射撃

軟式野球

市内開催競技 市内で開催される競技の概要と日程をチェック！
市内競技は入場無料でご覧いただけます！

宍戸ヒルズカントリークラブ

茨城県狩猟者研修センター射撃場

9／29（日）～10／1（火）

10／5（土）～7（月）

住所／笠間市南小泉 1340

住所／笠間市石寺 680

国体では、3 人 1 組の団体戦で行われ、1 日 18 ホール 2 日間、合計
36 ホールの総合計スコアが少ない順に順位が決定します。

トラップとスキートの 2 種目があり、国体では、1 人 1 ラウンド 25
回の射撃を 4 ラウンド行い、その合計で個人成績を競い、3 人の合計
で団体順位が決定します。

至岩間

至笠間
至水戸

友部IC

至友部JCT

北関東自動車道

JR
常
磐
線

JR 水戸線

355

友部
駅

宍戸駅

宍戸ヒルズ
カントリークラブ

至石岡

50

1

寺崎

ココス

イオン笠間店

ニトリ

白山神社茨城県狩猟者
研修センター
射撃場

寺崎西

笠間市総合公園
市民球場

笠間カントリー
クラブ

至水戸IC

試合日程 駐車場 シャトルバス
9/29（日）～10/1（火）

女子 午前7：00～　少年男子 午前8：00～
 （東コース）　　　　（西コース）

市民センターいわま 友部駅および市民センターいわまから
会場まで無料運行

試合日程 駐車場 シャトルバス

10/5（土）～ 10/7（月）　午前7：30～ 総合公園内駐車場
①友部駅および笠間駅→総合公園
②総合公園→会場
無料運行

笠間市総合公園市民球場
10／4（金）～7（月）

住所／笠間市箱田 867-1
9 イニングを終えて同点の場合は、勝負がつくまで 1 イニングごとの
延長戦を行います。試合開始後、3 時間 30 分を経過した場合は、次イ
ニングより引き続きタイブレーク方式により行います。

50

1

寺崎

ココス

イオン笠間店

ニトリ

笠間稲荷神社

寺崎西

笠間駅

至水戸IC

至友部IC

JR水戸線

至
友
部

至
小
山

至笠間西IC
355

笠間市総合公園
市民球場

試合日程 駐車場 シャトルバス
10/4（金）・10/5（土）　午前8：30～　3試合
10/6（日）　　　　　　午前9：00～　3試合
10/7（月）　　　　　　午前9：00～　1試合

総合公園内駐車場 友部駅および笠間駅から
会場まで無料運行

令和元年 広報かさま ［９月号］ No.162 6



い
ざ
、
出
陣
。

　
国
民
体
育
大
会
は
、
都
道
府
県
持

ち
回
り
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
国

内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。
広

く
国
民
の
間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及

し
、
国
民
の
健
康
増
進
と
体
力
の
向

上
を
図
り
、
地
方
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
地
方
文
化
の
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
都
道

府
県
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
た
ち
の

磨
き
抜
か
れ
た
技
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
、
一
見
の
価
値
が
あ
る
素
晴
ら

し
い
も
の
で
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
元
笠
間

市
で
行
わ
れ
る
競
技
は
も
ち
ろ
ん
、

県
内
各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
熱
い

戦
い
を
、
直
に
会
場
で
堪
能
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
笠
間
市

出
身
の
選
手
も
出
場
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
笠
間
市
の
会
場
で
は
、
そ

こ
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
グ
ッ
ズ
の

売
店
や
競
技
体
験
ブ
ー
ス
も
設
け
て

お
り
、
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

　
45
年
ぶ
り
の
茨
城
国
体
。
よ
り
多

く
の
方
の
想
い
出
に
残
る
茨
城
国
体

に
な
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
市
一

体
と
な
っ
て
国
体
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

国
体
推
進
室
（
内
線
２
４
２
）

会　場 店　名 商品名

ゴルフ（女子・少年男子）
宍戸ヒルズカントリークラブ

お菓子の店くりーむ くりーむのこだわりラスク
チョコレートの光輝 エゾウコギ配合「森の恵シュエット」
中屋総本店 笠間栗むしまんじゅう
ふる川製菓 かさま栗きんつば

軟式野球
笠間市総合公園

ふる川製菓 かさま栗きんつば
はたおか製菓 アーモンドケーキ
グリュイエール 栗マドレーヌ
ナチュラルスイーツ道 勝ちグラ

クレー射撃
茨城県狩猟者研修センター射撃場

はたおか製菓 マドレーヌ
ナチュラルスイーツ道 勝ちグラ
ふる川製菓 かさま栗きんつば

※予告なく変更する場合があります。予めご了承ください。

※写真は過去のイベントの様子です

競技を体験できるブースも！場所：笠間市総合公園内

競技会場には他にも楽しみがたくさん !!
いよいよ
茨城国体

巨大スクリーンで
シミュレーション体験！

トレーニング用品を実際に
使ってみよう！

クレー射撃体験
10月5日（土）～10月7日（月）

軟式野球競技体験
10月5日（土）

また、＂おもてなし＂として、市内店舗の菓子などを数量限定で無料配布します。

競技会場では、飲食物や国体グッズを販売する売店が設置されます。

会場で販売する国体グッズ

特 集
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移
住
カ
フ
ェ

「
ま
ち
の
ベ
ン
チ
」の
一
年

　
昨
年
の
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
移
住

カ
フ
ェ「
ま
ち
の
ベ
ン
チ
」も
、一
周
年
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り

な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
年
間
で
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　
い
た
だ
き
も
の
の
本
や
子
ど
も
用

お
も
ち
ゃ
が
増
え
、
お
店
奥
の
小
上
が

り
は
長
時
間
過
ご
し
て
も
飽
き
な
い
ス

ペ
ー
ス
に
！！
入
り
口
が
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ

の
暗
い
雰
囲
気
か
ら
、
木
の
扉
に
な
り

明
る
い
雰
囲
気
に
。最
初
は
閉
ざ
さ
れ

て
い
た
２
階
が
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ゆ
っ
た

り
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
完
成
し
、

楽
し
め
る
場
所
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

　
土
器
展
、描
き
染
め
、染
め
物
の
日
、

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ス
タ
な

ど
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
、
月
に
２
〜
３
回
の
こ
ど
も
お
絵
か

き
・
も
の
づ
く
り
教
室
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
自
由
に
、
楽
し
く「
つ
く
る
」と

向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材が
地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。

30歳。神奈川県より移住。30歳。神奈川県より移住。

かわ  またかわ  また けい   たけい   た

隊員隊員

【問い合わせ】 秘書課（内線224）フェイスブックもご覧ください Facebook▶https://www.facebook.com/Kasamartowa

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
を

続
け
つ
つ
、
多
く
の
皆
さ
ん
に一緒
に

使
っ
て
も
ら
え
る
場
所
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
や
教

室
、
展
示
が
し
て
み
た
い
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
は
あ
と
半

年
で
す
が
、
卒
業
後
も
引
き
続
き
カ

フ
ェ
の
運
営
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

クラフトフェスタはいろんな素敵がお店で「ごちゃごちゃ」

二階ギャラリー展示 入口はこちらです 二階DIYでの改装

まちのベンチ machi no bench
笠間市八雲 1-1-14
月木土曜日営業（臨時休業あり）
午前10時～午後5時（L.O 午後4時30分）
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やさしい保険プラザ友部スクエア店

積立てや資産運用のできる
保険商品をご提案させて頂きます。
積立てや資産運用のできる
保険商品をご提案させて頂きます。

やさしい保険プラザ友部スクエア店では、 お気軽に、
ご相談
ください。

制度を上手に活用!　老後資金への備え‼制度を上手に活用!　老後資金への備え‼
将来の老後資金を増やす選択肢として、「年金の繰り下げ受給」があります。
繰り下げ受給は、65歳以降70歳までの間で申し出た時点から受け取りを開
始する仕組みです。1カ月繰り下げるごとに0.7%増額でき、70歳まで繰り
下げると最大42%増額される計算となります。この増額された年金
額を終身にわたり受け取ることができるのが、最大のメリットです。
しかし繰り下げ受給を選択するためには、年金受給の無い期間へ
の準備が必要です。
その繋ぎ年金として「個人年金保険」もまた注目を集めています。

献血にご協力をお願いします。

　献血は病気やけがで輸血を必要としている患者さんのために、健康な人が自分の血液を少しだけ提
供するボランティアです。血液は長期間保存することも人工的に造ることもできないため、皆様からの
ご協力が必要不可欠となっています。
　市内では16 歳から 69 歳の方※を対象に、茨城県赤十字血液センターが街頭献血を行っております。
日程については広報かさま お知らせ版の地域ポイントスケジュールをご覧いただくか、健康増進課まで
お問い合わせください。
　また、水戸やつくばの献血ルームでも献血ができます。身近で手軽にできるボランティアですので、
皆様方のご協力をお願いいたします。　
※献血（採血）基準については、下記のページをご覧ください。
　茨城県赤十字血液センターホームページ 　https://www.bs.jrc.or.jp/ktks/ibaraki/index.html

平成 30 年度献血推進事業所
・イチカワ株式会社岩間工場 （笠間市安居 2600-11）
・茨城県立笠間高等学校 （笠間市笠間1668）
・茨城県立中央看護専門学校 （笠間市鯉淵 6528）
・茨城県立中央病院 （笠間市鯉淵 6528）
・株式会社三栄製作所 （笠間市仁古田1162-1）
・株式会社潤工社 （笠間市福田 961-20）
・関東セキスイハイム工業株式会社 （笠間市北吉原 287）
・社会福祉法人聖桜会　特別養護老人ホーム　すずらんの里 （笠間市土師1283-5）
・泰榮電器株式会社 （笠間市来栖 1706）
・ミサワ医科工業株式会社 （笠間市旭町 351）

献血ができるところ
県内献血ルーム　【受付時間】10:00 ～12:30 ／14:00 ～17:30
・水戸市宮町1-7-31水戸駅ビルエクセルみなみ６階　TEL 0120-310-399
・つくば市吾妻1丁目10-1つくばセンタービル２階　TEL 0120-298-102

○ 笠間市内の献血者が減少傾向にある中で、献血者の確保に尽力されました以下の事業所が笠間献血連合
会から記念品を贈呈されました。

と

贈呈された記念品（笠間焼）

［問い合わせ先］　健康増進課　℡ 0296‐77‐9145
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Read&Acti
on

Read&Acti
on

暮らしの知って得する情報を紹介します。

気になる情報を見つけたら、アクションをおこしましょう。

日時 場所申し込み 問い合わせ申 問

※ 納税は、簡単で便利な口座振替を。
※ 納期限を過ぎると延滞金が加算されます。
　 早めの納税をお願いします。
※ 口座振替で納付の方は預金残高の確認を。

国民健康保険税  　（３期分）
後期高齢者医療保険料 　（３期分）

納期限
9月30日（月）9月の納税等

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
館
情
報

※
笠
間
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
み
つ
ば
ち
』

　

 

毎
週
月
～
金
曜
日
に
開
設
し
ま
す
（
か
さ
ま

こ
ど
も
園
内
午
前
10
時
～
午
後
4
時
）。
祝

日
は
休
み
。

※
岩
間
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
く
り
の
こ
』

　

 

毎
週
月・水・木・金
曜
日
に
開
設
し
ま
す（
市

民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
内
午
前
10
時
～
午
後
4

時
）。
祝
日
は
休
み
。

※
友
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
か
ん
が
る
ー
』

　
 

毎
週
月
～
金
曜
日
に
開
設
し
ま
す
（
笠
間
市

児
童
館
内
午
前
9
時
～
午
後
4
時
）。

※ 
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
、
健
診
・
予

防
接
種
な
ど
は
、
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問 

子
ど
も
福
祉
課
（
内
線
1
6
2
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ま
の
国
民
健
康
保

険
税
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
笠
間
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
医
療
に
か

か
る
費
用
の
適
正
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
保
健
師

が
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

～
柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接
骨
院
）
の
か
か
り
方
～

　
柔
道
整
復
師
に
よ
る
施
術
は
、
国
民
健
康
保

子
育
て
・
教
育

保
健
・
医
療
・
福
祉

険
の
使
用
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
施
術
を
受
け
る
前
に
き
ち
ん
と
確
認
し
て
正

し
く
施
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

～
鍼
灸
師
の
か
か
り
方
～

　
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
施
術
を

国
民
健
康
保
険
で
受
け
る
と
き
は
、
医
師
の
同

意
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
国
民
健
康
保
険
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
保
険
年
金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
～

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
の
特
許
が
切

れ
た
後
に
、
新
薬
と
同
じ
成
分
・
効
き
目
で
作

ら
れ
た
低
価
格
の
お
薬
で
す
。
価
格
は
新
薬
よ

り
３
～
５
割
程
度
安
く
な
る
場
合
が
多
く
、
自
己

負
担
額
を
節
約
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

≪
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
を
配
布
し
て
い
ま
す
≫

　
シ
ー
ル
を
保
険
証
に
貼
れ
ば
、
手
軽
に
意
思

表
示
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配
布
窓
口
：
保
険
年
金
課　
各
支
所
市
民
窓
口
課

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
価
格
や
使
用
な

ど
に
つ
い
て
は
、
医
師
・
薬
剤
師
と
よ
く

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

保
険
年
金
課
（
内
線
1
4
0
）

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
一
部
助
成

　
1
歳
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を

対
象
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

 　

  

10
月
1
日（
火
）～
令
和
2
年
1
月
31
日（
金
）

【
対
象
者
】
笠
間
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
1
歳

（
接
種
日
現
在
）
か
ら
中
学
3
年
生

【
助
成
額
】
接
種　
1
回
に
つ
き
1
0
0
0
円

【
助
成
回
数
】
1
歳
～
12
歳
…
2
回
、
13
歳
～
中

学
3
年
生
…
1
回

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関

（
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
一
部
助
成

　
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
65
歳
以
上
の
方
に

次
の
と
お
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す
。

 　

 

10
月
1
日（
火
）～
令
和
2
年
1
月
31
日（
金
）

【
対
象
者
】・
65
歳
以
上
の
方
（
接
種
日
現
在
）

・
60
～
64
歳
で
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま

た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機

能
に
障
害
を
有
す
る
方
（
身
体
障
害
者
１
級
程
度
）

【
助
成
額
】
接
種
１
回
の
み
1
5
0
0
円

※ 

対
象
者
で
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
が

免
除
と
な
り
ま
す
の
で
「
生
活
保
護
受
給
証
明

書
」
を
医
療
機
関
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

T
E
L 

0
2
9
6ｰ

7
7ｰ

9
1
4
5

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

　
ボ
ッ
チ
ャ
、
卓
球
、
バ
レ
ー
等
の
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
の
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。
障
害
が
あ

る
方
だ
け
で
な
く
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心

が
あ
る
方
等
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参

加
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 　

 

11
月
10
日
（
日
）
午
後
2
時
～
4
時

  

茨
城
県
立
水
戸
特
別
支
援
学
校　
体
育
館

（
水
戸
市
吉
沢
町
3
9
7
8
）

申
・
問 

茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
協
会

T
E
L 

0
2
9ｰ

3
0
1ｰ

3
3
7
5
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Read&ActionRead&Action

女
性
の
た
め
の
ヨ
ガ
教
室

　
体
と
こ
こ
ろ
を
快
適
に
整
え
て
自
分
ら
し
い

健
康
美
を
手
に
入
れ
ま
せ
ん
か
？
3
回
に
渡
っ

て
異
な
る
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
す
。
初
め
て
の

方
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 　

 

毎
回
午
前
10
時
～
正
午

　

  

9
月
29
日（
日
）「
む
く
み
の
解
消
」

　

  

10
月
20
日（
日
）「
呼
吸
を
深
め
よ
う
」

　

  

11
月
24
日（
日
）「
し
な
や
か
な
骨
盤
に
」

 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
「
あ
た
ご
」

【
講　
師
】
伊い

勢せ

山や
ま　

陽よ
う

子こ

さ
ん

【
定　
員
】
3
名
以
上
で
開
催

【
参
加
費
】
1
回
3
0
0
0
円

申
・
問 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま「
あ
た
ご
」

T
E
L
0
2
9
9ｰ

5
7ｰ

3
3
5
7

企
画
展 

第
3
回
「
益
子
の
や
き
も
の
」
展

　
益
子
で
活
躍
中
の
作
家
を
紹
介
す
る
『
益
子

の
や
き
も
の
展
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
マ
グ
カ
ッ
プ
、

お
皿
、
急
須
、
ド
リ
ッ
パ
ー
な
ど
、
温
か
く
幸

せ
な
お
茶
の
時
間
を
演
出
す
る
や
き
も
の
た
ち

を
展
示
販
売
い
た
し
ま
す
。
生
活
と
芸
術
の
融

合
し
た
空
間
を
、ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
出
展
作
家
】

　

 

え
き 

の
り
子こ

、
栗く
り

谷や 

昌ま
さ

克か
つ

、
豊と
よ

田だ 

雅ま
さ

代よ

、

吉よ
し
澤ざ
わ 

奈な

保お

子こ

、
渡わ
た
辺な
べ 

キ
エ

 　

 

10
月
1
日（
火
）～
10
月
14
日（
月
・
祝
）

⑤
東と
う

性し
ょ
う

寺じ

⑥
浄じ
ょ
う

乗じ
ょ
う

寺じ

⑦
養よ
う

福ふ
く

寺じ

⑧
か
さ
ま
歴

史
交
流
館
井
筒
屋
2
階
歴
史
展
示
コ
ー
ナ
ー

【
拝
観
料
】
無
料

【
事
前
申
込
】
不
要

【
関
連
行
事
】

「
秋
の
文
化
財
・
歴
史
資
料
の
曝
涼
・
公
開
2
0
1
9　
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
」

　
講
演
「
笠
間
市
石
寺
弥
勒
像
銘
文
は
こ
う
読
む
！
︱

笠
間
時
朝
の
決
意
︱
」（
茨
城
大
学
教
授 

高
橋 

修
）ほ
か
、

笠
間
市
を
は
じ
め
各
地
の
公
開
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

 　

 

10
月
6
日（
日
）
午
後
1
時
～
3
時

  

茨
城
大
学
図
書
館
本
館
3
階
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
ホ
ー
ル

問 

生
涯
学
習
課
（
内
線
3
8
2
）

企
画
展
「
動
物
が
い
っ
ぱ
い
！
ア
ニ
マ
ル
ア
ー
ト
展
」

同
時
開
催「
第
３
回
全
国
こ
ど
も
絵
画
ビ
ナ
ン
ナ
ー
レ
」

　
日
本
の
作
家
た
ち
に
よ
る
動
物
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
絵
画
を
中
心
に
、
彫
刻
や
ガ
ラ
ス
ア
ー

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
開
催
の
「
第
3
回
全
国
こ
ど
も

絵
画
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
で
は
、
全
国
か
ら
公
募

し
た
小
中
学
生
の
入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ア
ニ
マ
ル
ア
ー
ト
展
と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

 　

 

10
月
14
日（
月
・
祝
）
ま
で

　

  

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

　
　
　
　
（
入
館
受
付
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

 

笠
間
日
動
美
術
館

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
（
但
し
9
月
16
日
、

23
日
、
10
月
14
日
は
開
館
、
翌
日
は
休
館
。）

【
入
館
料
】
大
人
1
0
0
0
円
、
65
歳
以
上

8
0
0
円
（
市
民
は
無
料
）、
大
学
・
高
校
生

7
0
0
円
、
中
学
・
小
学
生 

無
料
（
20
名
以

上
の
団
体
や
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
そ

の
同
伴
者
1
名
は
割
引
が
あ
り
ま
す
）

問 

笠
間
日
動
美
術
館

T
E
L 

0
2
9
6ｰ

7
2ｰ

2
1
6
0

点
字
電
話
帳
発
行
の
お
知
ら
せ

　
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
）
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
点
字

電
話
帳
茨
城
県
版
が
10
月
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

社
会
福
祉
課
、
各
支
所
福
祉
課
、
社
協
な
ど
に

配
置
し
、
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
点
字
電
話
帳
に
は
、茨
城
県
内
の
行
政
機
関
、

福
祉
施
設
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
医
療
機
関
、

交
通
機
関
、
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
、
各
種
相
談
、
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
接

に
係
わ
る
機
関
の
電
話
番
号
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問 

社
会
福
祉
課
（
内
線
1
5
1
）

か
さ
ま
文
化
財
公
開

　
市
内
に
は
国
・
県
・
市
指
定
文
化
財
を
は
じ

め
、
多
く
の
文
化
財
が
存
在
し
ま
す
。
普
段
な

か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
文
化
財

を
、
左
記
の
場
所
で
特
別
公
開
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

 　

  

10
月
26
日（
土
）～
27
日（
日
）

　

  

午
前
10
時
～
午
後
3
時 

※
荒
天
中
止

【
公
開
場
所
】

　

 

①
弥み

勒ろ
く
教き
ょ
う

会か
い
②
楞り
ょ
う

厳ご
ん
寺じ

③
岩い
わ
谷や

寺じ

④
真し
ん
浄じ
ょ
う

寺じ

文
化
・
ス
ポ

ー

ツ

　

  

※
休
館
日
10
月
7
日（
月
）

　

  

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時 

入
場
無
料

　

  

※
初
日
は
正
午
～
、
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

 

笠
間
の
家

問 

笠
間
の
家

T
E
L 

0
2
9
6ｰ

7
3ｰ

5
5
2
1

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
♪
ふ
た
り
の
若
手
陶
芸
家
と
つ
く

る
♪
陶
製
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
」

　
人
気 

若
手
陶
芸
作
家 

坂さ
か
本も
と 

新あ
ら
たさ
ん 

と 

小こ

松ま
つ 

弦げ
ん

太た

さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
に
作
り
方
を
教
わ

り
な
が
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
む
キ
ャ
ン
ド

ル
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
♪
幻
想
的
で

あ
た
た
か
な
光
が
幸
せ
を
運
ん
で
き
ま
す
。

 　

 

10
月
12
日（
土
）
坂
本 

新
さ
ん　

　

  

10
月
13
日（
日
）
小
松 

弦
太
さ
ん　

　

  

両
日
と
も
、
午
後
1
時
30
分
～
3
時

 

笠
間
の
家

【
定　
員
】
各
日
16
名

【
参
加
費
】
5
0
0
0
円
（
材
料
費
・
焼
成
費
・

お
飲
物
代
込
）

【
申
込
方
法
】
直
接
来
館
・
電
話
に
て
受
付

詳
細
は
、
笠
間
の
家
ま
で
ま
た
は
、
笠
間
の
家 

Face
boo
k 

イ
ベ
ン
ト
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

申
・
問 

笠
間
の
家

T
E
L 

0
2
9
6ｰ

7
3ｰ

5
5
2
1

「
愛
と
平
和（
ラ
ブ
ア
ン
ド
ピ
ー
ス
）」を
テ
ー

マ
に
木
曜
駅
前
シ
ネ
マ
を
お
送
り
し
ま
す

 　

 

10
月
3
日（
木
）「
リ
ベ
リ
ア
の
白
い
血
」

　

  

10
月
10
日（
木
）「
ザ
デ
イ
ア
フ
タ
ー
ピ
ー
ス
」

　

  

10
月
17
日（
木
）「 

ザ
バ
イ
ビ
ン
グ
プ
ロ
ブ
レ
ス

～
進
歩
の
罠
～
」

　

  

10
月
24
日（
木
）「
ア
リ
地
獄
の
よ
う
な
街
」

　

  

い
ず
れ
も
1
日
4
回
上
映

　

  

①
午
前
10
時
～　
②
午
後
1
時
～

　

  

③
午
後
4
時
～　
④
午
後
7
時
～

学生による文化財の説明

齋藤 将 《こくごのじかん》
2017年（作家蔵）
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地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」

【
参
加
費
】
一
般 

1
0
0
0
円
／
身
障
者
・
シ
ニ
ア 

8
0
0
円
／
子
ど
も 

5
0
0
円
／
未
就
学
児
は
無
料

※
映
画
を
５
回
観
る
と
、
１
回
無
料
に
な
り
ま
す
。

申
・
問 
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ「
ト
モ
ア
」

T
E
L 

０
２
９
６ｰ

7
1ｰ

6
6
3
7

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
を
上
映
し
ま
す

 　

 

10
月
６
日
（
日
）

　

  

①
午
前
10
時
～　
②
午
後
２
時
～　
③
午
後
６
時
～

【
内　
容
】
広
島
県
呉
市
。
監
督
・
信
友
直
子

が
泣
き
な
が
ら
撮
っ
た
1
2
0
0
日
の
記
録
。

母
87
歳
、認
知
症
。
父
95
歳
、初
め
て
の
家
事
。

娘
で
あ
る
「
私
」
の
視
点
か
ら
、
認
知
症
の
患

者
を
抱
え
た
家
族
の
内
側
を
丹
念
に
描
い
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。

 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」

【
参
加
費
】
前
売
り 

1
0
0
0
円
（
当
日
券 

一
般
1
2
0
0
円　
中
・
高
生
8
0
0
円
）

申
・
問 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ「
ト
モ
ア
」

T
E
L 

０
２
９
６ｰ

7
1ｰ

6
6
3
7

笠
間
市
国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

10
月
の
日
本
語
教
室
・
外
国
人
相
談
の
開
催
日

 　

 

10
月
12
日
、10
月
19
日
、10
月
26
日
（
各
土
曜
）

　

  

日
本
語
教
室　
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

　

  

外
国
人
相
談　
午
前
11
時
か
ら
正
午

 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」

申
・
問 

笠
間
市
国
際
交
流
協
会　
木
村
美
枝
子

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
０ｰ

２
７
６
１ｰ

８
７
１
１

天
狗
の
郷
バ
ザ
ー
ル
de
い
わ
ま

 　

 

10
月
13
日（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
3
時

 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
「
あ
た
ご
」 

問 

根
本 

T
E
L  

0
9
0ｰ

3
0
0
9ｰ

7
8
8
3

生
活
環
境

カ
サ
マ
ル
シ
ェ

 　

 

10
月
26
日（
土
）
午
前
9
時
～
正
午

 

市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
前

問 

農
政
課
（
内
線
5
2
7
）

友
部
駅
前
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 　

 

10
月
27
日（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
1
時

 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」
ま
ち
の
広
場

問 

佐
藤 

T
E
L  

0
9
0ｰ

3
2
4
5ｰ

0
8
8
0

普
通
救
命
講
習
会

 　

 

10
月
13
日（
日
）
午
前
9
時
～
正
午

 

消
防
本
部　
3
階

問 

笠
間
市
消
防
本
部

T
E
L 

0
2
9
6ｰ

7
3ｰ

0
1
1
9

友
部
駅
北
口
駐
車
場
の
割
引
に
つ
い
て

　
茨
城
県
道
路
公
社
で
は
、
駅
利
用
者
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
友
部
駅
北
口
駐
車
場

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
10
月
1
日
か
ら
、
新
規

契
約
者
に
つ
い
て
、
お
得
な
月
極
料
金
割
引
を

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

月
額
5
3
0
0
円（
10
月
1
日
か
ら
の
新
料
金
）

の
と
こ
ろ
5
0
0
0
円
（
先
着
順　
令
和
2
年

3
月
ま
で
）

問 

茨
城
県
道
路
公
社

T
E
L 

0
2
9ｰ

3
0
1ｰ
1
1
3
1

H
P 

http://www.i-road.or.jp 

令
和
2
年
夏
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
お
得
に

○ 

消
費
増
税
対
策
と
し
て
、
総
務
省
が
実
施
す

る
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
プ
レ
ミ
ア
ム
加
算
が

令
和
2
年
夏
頃
に
ス
タ
ー
ト
予
定
で
す
。
自

治
体
ポ
イ
ン
ト
の
ご
利
用
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
が
必
要
で
す
。

　
便
利
な
身
分
証
明
書
。
取
得
は
お
早
め
に
！

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
）

　
総
務
課
（
内
線
２
１
６
）

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
）

　
市
民
課
（
内
線
１
４
７
）

　
笠
間
支
所
市
民
窓
口
課
（
内
線
７
２
１
２
１
）

　
岩
間
支
所
市
民
窓
口
課
（
内
線
７
３
１
８
５
）

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
切
れ
た
電
線
に
は
さ
わ
ら
な
い
で
！

台
風
や
雷
・
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、
電
線
が
切

れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
切
れ
て
垂
れ

下
が
っ
て
い
る
電
線
に
は
、
絶
対
に
手
を
触
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
電
線
に
樹
木
や
看
板
、
ア

ン
テ
ナ
な
ど
が
接
触
し
て
い
る
場
合
も
た
い
へ

ん
危
険
で
す
。
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
東
京
電

力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
停
電
情
報
等
は
、
以
下
に
よ
り
確
認
い
た
だ

け
ま
す
。

　
・ 
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
速
報
：
お
住
ま
い
の
地
域
を

登
録
す
れ
ば
、
停
電
・
雨
雲
・
地
域
情
報

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://www.tepco.co.jp/info/sp_app-j.htm
l

　
・
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

自治体ポイント
（総務省）

　
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://www.tepco.co.jp/pg/index-j.htm
l

問 

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

T
E
L 

０
１
２
０ｰ

９
９
５ｰ

０
０
７

　
※
0
1
2
0
番
号
を
ご
利
用
に
な
れ
な
い
場
合

　
　
T
E
L 

０
３ｰ

６
３
７
５ｰ

９
８
０
３
（
有
料
）

応
急
手
当
普
及
員

養
成
講
習
会
受
講
者
募
集

　
同
僚
が
病
気
や
け
が
で
倒
れ
た
ら
・
・
・
。

そ
ん
な
時
、
正
し
い
応
急
手
当
が
で
き
る
人
が

周
り
に
い
ま
す
か
？

　
応
急
手
当
普
及
員
は
、
所
属
す
る
団
体
や
職

場
等
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
救
急
講
習

会
を
開
催
し
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
応
急
手
当
の
基
礎
的
な
知

識
・
技
能
や
指
導
要
領
、
全
て
の
講
習
を
修
了

し
適
任
と
認
め
ら
れ
る
と
、
消
防
長
か
ら
応
急

手
当
普
及
員
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

 　

 

11
月
2
日（
土
）、
11
月
9
日（
土
）、

　

  

11
月
16
日（
土
）

　

  

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分

 

笠
間
市
消
防
本
部
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

申  「
応
急
手
当
普
及
員
養
成
講
習
会
受
講
申

請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
消
防

本
部
警
防
課
又
は
市
内
各
消
防
署
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
も

し
く
は
市
内
各
消
防
署
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

【
定　
員
】15
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

【
受
講
料
】
無
料

【
受
講
資
格
】
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学

の
16
歳
以
上
で
、
全
3
日
間
の
受
講
が
可
能
な

方【申
込
期
限
】
10
月
19
日（
土
）

笠
間
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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Read&ActionRead&Action

夜風の気持ち良い
季節になりましたね
アミ戸
張り替え
アミ戸
張り替え10%OFF10%OFF10%OFF10%OFF

10月末まで その他リフォームもご相談下さい。

民
間
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
か
さ
ま
ハ
ー
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
：
K
H
S
」
募
集
に
つ
い
て

　
か
さ
ま
ハ
ー
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
は
笠
間
市
民
の

救
命
率
の
向
上
を
目
的
と
し
て
地
域
の
人
々
に

対
し
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
や
笠
間
市

内
で
開
催
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
応
急
手
当

部
門
に
お
け
る
支
援
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
す
。

【
登
録
資
格
】
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学

の
応
急
手
当
普
及
員
で
、
16
歳
以
上
の
体
力
に

自
信
の
あ
る
方
。

申  

市
内
各
消
防
署
で
配
布
し
て
い
る
登
録
申
請

書
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

笠
間
市
消
防
本
部
警
防
課　

T
E
L 

0
2
9
6ｰ

7
3ｰ

0
8
3
3

行
政
書
士
無
料
相
談
会

 　

 

10
月
16
日（
水
）
午
後
1
時
～
4
時

 

友
部
公
民
館

問 

秘
書
課
（
内
線
2
2
5
）

特
設
無
料
人
権
相
談

 　

 

10
月
1
日（
火
）
午
前
１0
時
～
午
後
3
時

 

市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま

問 

水
戸
地
方
法
務
局

T
E
L 

0
2
9ｰ

2
2
7ｰ

9
9
1
9

行
政
相
談

 　

 

10
月
23
日（
水
）
午
後
1
時
～
3
時

 

笠
間
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ポ
レ
ポ
レ
シ
テ
ィ

問 

秘
書
課
（
内
線
2
2
5
）

く
ら
し
の
相
談

１０月１日から
施設の使用料が変わります

○ 市の施設の利用料金は、利用者の受益者負担を原則に料金を設定しています。１０月１日から消費税が１０％にな
ることに伴い、市の「使用料及び手数料の見直しに関する基本方針」に従って算定した新料金は令和元年第３回
定例会で審議・議決後に、１０月１日から適用されます。新料金の例は次のとおりです。

　詳細は、市のホームページや各施設の窓口または市役所にお問い合わせください。

問  総務課（内線２１６）

【料金改定の主な例】 （単位：円）
施設名 改定前 改定後 備　　考

市民体育館 競技場 3,240 3,300

9時〜12時の使用

笠間武道館 武道場 700 710
総合公園 野球場 5,810 5,910

芝生スポーツ広場 3,690 3,750
笠間公民館 大ホール 20,820 21,200

大会議室 3,190 3,240
友部公民館 大ホール 6,900 7,020

大会議室 3,190 3,240
岩間公民館 大会議室 3,190 3,240

第1・3会議室 750 760

消防本部HP

救急講習関係
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国

キャッシュレス
決済

サービス事業者

商工会等

補助金
請求

補助金

連携

店舗

客

契約

サービスを使う

端末や
システムを提供

購入　　  販売

キャッシュレス決済事業者を決めるときのポイント
□ 国の補助事業に対応しているか
□ 決済・入金手数料
□ 入金のタイミング（回数）
□ 指定口座や優遇措置はあるか
□ 店側で準備するもの
　 （wi-fi やタブレットなど）

□ ランニングコスト
□ 外国人のキャッシュレスツールに
　 対応しているか
□ 業者が準備するものと
　 還元事業終了後の扱い
　 （費用がかかるかどうか）
□ 契約をやめる際の負担の有無

１　キャッシュレス決済事業者を決める
２　必要なものを準備する
　　※サービスによって、店舗側が用意するものが異なります。

2-1　環境・機器
　例） インターネット環境（無線 LAN）工事、
　　　タブレットまたはスマートフォンの用意
2-2　契約・消費者還元事業申込み
　・キャッシュレス決済サービス提供会社と契約
　・還元事業申請書をサービス事業者から受け取り、作成
３　端末を使う（商品を売るとき）
　① お客さんが来る
　② 「商品をキャッシュレスで支払いたい」といわれる
　③ 端末をつかって決済
４　口座に売上げが入金される

単価 2 万円以上
外国人が多い
ガラケー利用者が多い
少額決済が多い
鉄道沿線にある
国内客が多い
単価はさまざま
スマホ利用者が多い
外国人観光客が多い
新規性を出したい
お試しでやってみよう

■ キャッシュレス決済の仕組み ■ キャッシュレス決済導入の流れ

■ 導入するサービスの選び方（例）
消　費　者 中小企業事業者

クレジットカード
決　済

電子マネー決済

スマートフォン
ＱＲコード決済

参考：中小企業診断士 橋本 泉氏
※サービス事業者により異なります。

キャッシュレス決済概要お店のための

業者で用意できるもの（例）
□クレジット・電子マネー
　→決済端末
□アプリ（QRコード）
　→決済用QRコード
　　フライヤーなど

売上げの確認（日計月計）や
返品に伴う返金処理などのために、
タブレットやスマートフォンなど

インターネットに接続された端末が
必要なことが多い

10 月から本格稼働
キャッシュレス決済を味方に

　日本全体でキャッシュレス決済導入の動きが高まっている今、キャッシュレス決済の導入を考えてみませんか。

① 売上アップ
　キャッシュレス決済を普段から使う外国人観光客が気軽
に買い物ができるようになります。
　例えば、カードが使える店と使えない店では、カードが
使える店に入店する人のほうが多いといわれています。

キャッシュレス決済導入の補助
　国では、キャッシュレス決済を導入する際の端末費用や設置費用が実質無料になるような支援や、決済手数料の軽減など、
金銭面でのサポートを行っています。補助制度については、経済産業省のホームページ内「キャッシュレス・消費者還元事業」
をご確認ください。

② 手間の軽減
　キャッシュレス決済では、後日口座に直接売上が入金さ
れます。現金の取扱いが少なくなり、レジ現金残高の計算
がしやすくなります。レジ締め作業も、サービスによって
は端末上で自動的に日計月計をまとめてくれるので、売上
の確認がとても簡単になり、手間と負担が軽減されます。

○中小企業・事業者のみなさんへ　店舗側のメリット

問  商工課（内線511）

① ポイント還元
　10月から6月までの間にキャッ
シュレス決済で買い物をした場合、
国から原則購入商品の5％（コンビ
ニのようなフランチャイズ加盟店な
どは2％）にあたるポイント還元を
受けることができます（キャッシュレ
ス・消費者還元制度）。

②手間なくお買い物
　キャッシュレス決済を使うことに
より、財布の残金を気にせず買い物
ができます。ATMに行く手間も省け、
現金の出し入れに係る手数料もなく
なるのでお得です。

③トラブルの際にも安心
　紛失・盗難などにあったときの保
証があるものが多く、トラブルの際
にもダメージが大きくならずに対応
できます。

○お買い物をするみなさんへ　買う側のメリット
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令和 2 年度
幼稚園・保育所（園）・認定こども園

入園申し込みの受け付けを開始します！
令和2年4月から幼稚園等の入園を希望する児童の申し込み受け付けを開始します。
新規・継続入園や認定区分（1号・2号・3号）によって申し込み方法が異なります。

受入
可能 施設名 入園願書

配布開始日 入園受付期間 運動会予定日 備考

１
号

ドレミ幼稚園
0299-45-3711 10月1日（火） 11月1日（金）〜

定員になり次第終了
10月5日（土）
雨天：6日（日）

公開保育、入園説明会10月17日（木）
見学・入園についてお気軽にご連絡ください。

３
号

２
号

１
号

認定こども園　こじか幼稚園
◎ 3 号受入対象：2 歳児〜
0296-72-6636　

10月1日（火）
〈1号〉

11月1日（金）〜
定員になり次第終了

※
２
号
お
よ
び
３
号
の
受
付
期
間
は
保
育
所
・
園
と
同
様
で
す

10月5日（土）
雨天：6日（日）

未就園児教室（バンビ）水曜午前9時30分〜
日程はＨＰをご覧ください。
随時、入園説明・見学します。ご連絡ください。

２
号

１
号

認定こども園　
ともべ幼稚園
0296-77-0311

10月1日（火）
〈1号〉

11月1日（金）〜
定員になり次第終了

10月5日（土）
雨天：6日（日）

未就園児教室（毎週火・水・木・金）
10月12日（土）、26日（土）入園説明会。
随時、入園説明・見学します。ご連絡ください。

３
号

２
号

１
号

認定こども園
さくら幼稚園・
さくらんぼ保育園
0296-77-8182

10月1日（火）
〈1号〉

11月1日（金）〜
定員になり次第終了

10月5日（土）
雨天：6日（日）

保育見学・入園説明会10月10・16日（随時可
ご連絡ください）未就園児教室（火・水）親子
教室（金）。詳細はお問い合せください。

３
号

２
号

１
号

認定こども園　
すみれこども園
0296-77-5098

10月1日（火）
〈1号〉

11月1日（金）〜
定員になり次第終了

10月5日（土）
雨天：6日（日）

未就園児教室（月 1 回実施。登録制、随時登
録可。）入園説明会10月23日（水）
※入園説明、見学はいつでも可。（要連絡）

３
号

２
号

１
号

認定こども園
岩間第一幼稚園・
ひまわりの杜保育園
0299-45-3293

9月2日（月）
※保育認定は
10月1日より

〈1号〉
10月1日（火）〜

定員になり次第終了
9月28日（土）

雨天：29日（日）
未就園児教室（毎週金曜日）
随時、入園説明します。ご連絡ください。

３
号

２
号

１
号

認定こども園　
めぐみこども園
0299-45-2200

10月1日（火）
〈1号〉

10月1日（火）〜
定員になり次第終了

10月5日（土）
雨天：6日（日）

1日体験入園・給食体験・園庭解放しています。
随時、入園説明・見学します。ご連絡ください。
＊満3歳児入園の方は、ご相談ください。

３
号

２
号

１
号

認定こども園　
大成学園かさまこども園
0296-71-5858

9月13日（金）
※保育認定は
10月1日より

〈1号〉
10月2日（水）〜

定員になり次第終了

10月12日（土）
雨天：14日（月）

まで順延

入園説明会 9 月 20 日〜随時、入園説明・見
学します。ご連絡ください。
当園の卒園児及び在園児に兄や姉がいる場合
は優先入園とします。（1号認定のみ）

３
号

２
号

１
号

認定こども園　
大成学園いなだこども園
0296-71-7200

9月13日（金）
※保育認定は
10月1日より

〈1号〉
10月3日（木）〜

定員になり次第終了

10月12日（土）
雨天：14日（月）

まで順延

入園説明会 9 月 20 日〜随時、入園説明・見
学します。ご連絡ください。
当園の卒園児及び在園児に兄や姉がいる場合
は優先入園とします。（1号認定のみ）

３
号

２
号

くるす保育所
0296-72-0563

10月1日（火）
※新規入所の方
は、子ども福祉
課または各支所
福祉課でお受け
取りください。

[新規入所]
11月1日（金）〜
11月29日（金）

[継続入所]
11月1日（金）〜
11月29日（金）

終了しました

★随時、見学を受付けています！
　各園にお問い合わせください。
★入所に関するお問い合わせは、
　子ども福祉課まで

３
号

２
号

ともべ保育所
0296-77-6105

10月19日（土）
雨天：20日（日）

３
号

２
号

大沢保育園
0296-77-1068 終了しました

３
号

２
号

みか保育園
0296-77-7928

10月12日（土）
雨天：13日（日）

３
号

２
号

岩間保育園
0299-45-2019

9月28日（土）
雨天：29日（日）

３
号

２
号

おしのべ保育園
0299-45-2696

10月5日（土）
雨天：B&G体育館

３
号

小規模保育 A　
すみれナーサリー
0296-77-5098

10月5日（土）
雨天：6日（日）

すみれこども園と
合同

３
号

小規模保育 A　いちご保育園
0296-72-9505 実施無し

問  子ども福祉課（内線162）
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－１年に１回、特定健診を受けましょう！－自分の体は自分で守ろう

　笠間市国民健康保険の被保険者で、令和元年度に40歳以上74歳以下の方は、特定健診（7,732円（税込）相当）が1,000円で
受診できます。

【集団健診】保健センター等で実施
※健診内容等詳細は、広報かさま3月号と一緒にお配りした保健センター年間予定表（P1〜5）を参照ください。

【医療機関健診】参加医療機関で実施
※次の参加医療機関で受診できます。参加医療機関へ事前にご確認ください。

※ 「集団健診」と「医療機関健診」では健診内容が異なる部分があります。ご不明な点は保険年金課または各支所市民窓口課へ
お問い合わせください。

受診当日の持ち物
　「特定健診受診券（セット券）」、「保険証」、「個人負担金（特定健診のみの場合は1,000円）」

問  保険年金課（内線139）、笠間支所市民窓口課（内線72123）、 岩間支所市民窓口課（内線73182）

＜浄化槽の適正な管理をお願いします＞
　浄化槽は、微生物などの働きを利用して生活排水をきれいにする装置です。浄化槽の機能を十分に発揮させるには、定期検
査と維持管理が必要であり、法律により実施が義務付けられています。
　定期検査と適正な維持管理を行い、浄化槽を正しく使っていただくようお願いします。
■法定検査
・浄化槽が正常に機能しているかを調べるもので、1年に1度の検査が義務づけられています。
・県指定検査機関である(公社)茨城県水質保全協会(029-291-4004)に申し込みをしてください。
■保守点検
・機械の点検、消毒剤の補充などを行うもので、浄化槽の規模や処理方式により、点検の回数が定められています。
　業者に依頼する場合は、県に登録されている保守点検業者に依頼してください。
■清 掃
・浄化槽の中にたまった汚泥をくみ取ります。1年（全ばっ気式については半年）に1回以上、市の許可を受けた業者に依頼して

ください。

※ 浄化槽清掃及び汚泥の汲み取り間隔が１年（全ばっ気式については半年）を超えてしまうと、浄化槽内の汚泥が固まってしまい、
作業にかかる時間や手間が増えることにより、割増料金（料金の最大1.5倍の料金）がかかる場合があります。

問  環境保全課（内線１２６）、下水道課（内線７１１１１）

＜許可業者一覧＞
地区 業者名 電話番号
笠間 株式会社　博相社 0296-72-6670

友部
有限会社　茨城友清 029-259-4817

株式会社　笠間保全
0296-77-1010(友部地区)

岩間 0299-45-2249(岩間地区)

＜料金表＞
笠間地区料金 友部・岩間地区料金

浄化槽汚泥 １３円／リットル（税別） １３円／リットル（税別）
し尿汲み取り ８円／リットル（税別） 8.7円／リットル（税込）

市内参加医療機関
医 療 機 関 名 所 在 地 電 話 番 号

あさひクリニック 旭町108-6 0296-78-5011
石本病院 石井2047 0296-72-4051
梅里クリニック 下郷4468 0299-45-2002
笠間市立病院 南友部1966-1 0296-77-0034
神里医院 笠間1256 0296-72-0177
河村医院 笠間223-2 0296-72-2121
佐藤医院 笠間981-8 0296-72-0032

医 療 機 関 名 所 在 地 電 話 番 号
菅谷医院 下郷4425-37 0299-45-2172
立川記念病院 八雲2-12-14 0296-77-7211
友部セントラルクリニック 鯉淵6679-11 0296-73-4110
ねもとクリニック 大田町215-13 0296-77-7011
常陸クリニック 旭町472-1 0296-78-5911
わたなべ整形外科 鯉淵6266-140 0296-70-5577
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Read&ActionRead&Action

M&Mマスヤ
22,000円（税別）

笠間市住吉1364
友部スクエア館内 ☎0296-70-9139

若返る！キレイになるぞ！
コース

１回 5,500円（税別）

時々やりたいコース

ソニックエステお試し
フルコース体験

1,000円（税別）

エステ受付時間
　10:00～18:00

※施術代別 １回毎に2,000円（税別）

　特別価格につき、1日限定3名、
１人１回限りのチャンス！

フェイス12回分

5,500円

至石岡

友
部
駅 せ

き
ね
動
物
病
院

北
口

至水戸

至市役所至笠間

至内原

野の花ともべ

低料金優遇・相談無料
その他入会者優遇有り

成婚まで母心で応援します

野の花ともべ

♥幸せな結婚を
　　迎えてほしい♥

地元で19年　茨城結婚情報グループ　日本ブライダル連盟・全国結婚相談所連盟

（0296）78-0406
笠間市南友部1937

およめさんおむこさん

9月は認知症を知る月間です
　認知症は、誰でもなりうる「脳の病気」です。市では、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができるようさまざま
な取り組みを行っています。
○認知症初期集中支援チーム
　できる限り住み慣れた地域で暮らし続けられるように、作業療法士や看護師などが認知症サポート医と連携して対応する「認
知症初期集中支援チーム」が早期診断・早期対応に向けた支援を行います。
○認知症カフェ
　オレンジカフェ（認知症カフェ）とは、認知症の方とその家族、地域の方々が、気軽に参加できる交流の場です。

○認知症予防教室
　物忘れが気になる方や認知症かも？と思う方の認知症予防または進行の予防を目的に認知症予防の教室を開催しています。
わくわく脳元気教室、脳いきいき教室、あたまと体のパワーアップ教室
○認知症サポーター養成講座
　何か特別なことをするのではなく、認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守り、支援する応援者です。
参加無料です。地域包括支援センター窓口で直接または電話でお申し込みください。

○もの忘れ相談会
　認知症疾患医療センターの精神保健福祉士による個別相談です。ご本人はもちろん、ご家族からの相談にも応じます。12月
と3月に予定しています。（予約制）詳細は「広報かさまお知らせ版」でお知らせします。
＊包括支援センター職員による相談は随時可能です
○認知症の気づきチェックリスト
　認知症かなと気になったら「自分でできる認知症の気づきのチェックリスト」でチェック
してみましょう。75歳以上の方は、高齢者健康診査受診券に同封しています。リストは医
療機関や笠間市ホームページでもご覧になれます。

問  地域包括支援センター　　TEL0296-78-5871

○ＧＰＳ器機の貸し出し
　認知症等により徘徊の恐れがある高齢者の安全と家族の負担軽減を図るために、認知症
高齢者等を在宅介護する家族にＧＰＳ器機を貸し出します。

◯笠間市の主な高齢者施策について

問  高齢福祉課（内線174）

名称（場所） 実施日時 参加費 電話番号
オレンジカフェ　フライブルク

（フロイデ総合在宅サポートセンター　友部）
毎月第 3 水曜日
午後 2 時〜 3 時 30 分 300 円 0296-73-5577

ほっとカフェ　グリーンハウス
（ケアハウスかさま）

奇数月第 3 日曜日
午後 1 時〜 4 時 300 円 0296-70-1100

すずらんカフェ
（特別養護老人ホームすずらんの里内）

毎月第３日曜日
午後 2 時〜 3 時 30 分 200 円 0299-45-0555

日　時 内　容 場　所
10 月 25 日（金）　午後 1 時 30 分〜 3 時 講話：認知症の基礎知識と対応の仕方 地域医療センターかさま

認知症カフェ

GPS 器機
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まちづくりナビ
笠間のいな吉®
笠間特別観光大使今回は、「景観計画を適用する区域」、「本市の景観形成基本方針」についてご説明します。

第7回

【問い合わせ】都市計画課（内線 586）
次回は、立地適正化計画の各種誘導区域の設定方法についてお知らせします。

景観まちづくり
にはみんなの力
が必要不可欠
なんだ！

文化景観
伝統的な祭事、文化的なイベントな
ど、地域固有の文化的背景が垣間見
える景観

産業景観
産業的な土地利用がなされている街
並みや、本市の産業の特徴が垣間見
える景観

自然景観
山や河川、起伏により生み出された
景観や、田畑など自然的土地利用が
なされている景観

歴史景観
神社仏閣や史跡など、本市の歴史的
背景が垣間見える景観

暮らしの景観
住宅地の街並みや、集落地及び幹線
道路とその沿道、駅周辺など暮らし
の中の景観

豊かな里山や自然の山並みが
形成する景観の保全・活用

地域の魅力ある歴史・
文化資源の保全・活用
　歴史的な建造物や、祭事などの伝統風習は、地域の宝であり、
それらの保全･活用による景観まちづくりを行います。

まちなか (本市の顔 )に
ふさわしい景観まちづくり
　鉄道駅や市街地部など、本市の顔となる地域では、地域内外
に誇ることができる景観を生み出します。

市民と共につくりあげる
持続的な景観まちづくり
　市民団体や学校と協力し、地域の魅力発見・郷土愛の育成に
努め、持続的に景観まちづくりを行なえる環境をつくります。

　花々が咲き誇る風景や、住環境と一体となった里山景観など
多くの自然資源があり、それらの保全・活用を進めます。

課題を解決するための景観形成基本方針は次のとおりです

本市の景観の現状と市民アンケートの結果から見えてくる課題

良好な景観を保全・形成する区域として、市全域を景観計画区域とします
●本市は、豊かな自然景観を有し、市内各所に多数の地域資源があり、それぞれの地域で異なる魅力を持ってい

ます。これらの特徴を有効活用し、都市部や農村部の分け隔て無く、良好な景観を形成していく地域として、  
市全域 を 景観計画区域 に設定します。

●本市の多様な景観資源を次の特性に分類します。

佐白山 塙家住宅

笠間の陶炎祭

稲田みかげ石

JR 友部駅

●太陽光発電施設や耕作放棄地、空家・空店舗など、景観を阻害する要因の増加による、自然的な景観や市街地の
賑わい景観の悪化

●神社仏閣や地域の祭など、歴史・文化景観の保全・維持と活用が不十分
●景観に関する情報発信の少なさや、市民の関心の低さ

※上記の景観特性は、ある視点場から視対象を眺望したときに視覚で捉える「眺望景観」、人の営みや伝統的な祭事、心に残る原風景などの
　「心象景観」も包括しています。また、それぞれの特性は密接に関連しているため、複合的な特性をもつものもあります。

自然

歴史産業

文化 暮らし

愛宕山

笠間稲荷神社

笠間の菊まつり
笠間の陶炎祭
笠間芸術の森公園

稲田みかげ石
笠間焼

栗

駅 鉄道

稲田神社
楞厳寺
笠間城跡

幹線道路

住宅地

ホタル 佐白山

野口池
ヒメハルゼミ

涸沼川

景観資源

【施設の維持管理（一般廃棄物・産業廃棄物）】
　環境保全事業団から、維持管理状況の報告を受けた。
　・ ごみの受入投入方法については、展開検査ヤードで受入検査を実施後、クレーン方式によりごみを均一に混合し、

処理能力（72.5ｔ/ 日×2 炉）以上のごみを投入しない。（日平均124.9ｔ）
　・ 炉の運転方法については、助燃バーナーを使用し、一酸化炭素濃度が100 万分の100 以下となるようにごみを焼

却している。（維持管理目標値 30ppm 以下で設定。　結果：1号炉10ppm　2 号炉11ppm）
　・ ダイオキシンの発生防止については、燃焼室中の燃焼ガスを摂氏 800 度以上に保ち、集塵器に流入する燃焼ガスを

水噴霧により摂氏175 度以下に冷却している。
　　 また、煙突から排出される排ガス中のダイオキシン類の濃度は、維持管理目標値である 0.1ng-TEQ/N㎥以下とな

るように二次燃焼室において完全燃焼している。（結果：0.0052 〜 0.028ng-TEQ/N㎥）
　・ばいじん中に含まれるダイオキシン類濃度は、年２回以上測定している。
　・ 消火設備、粉じん飛散防止、害虫発生抑制、騒音・振動・悪臭・水質など生活環境に支障が生じないよう整備また

は実施している。
【現地監視】
　施設内の現況保全地を視察　

【次回の監視活動】
　廃棄物の受入について実施

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告 実施日 7 月 25 日

問  環境保全課（内線128）

11 月 1 日（金）からデマンドタクシーかさまの運行内容が変わります
　「デマンドタクシーかさま」は、平成20年2月の運行開始以降、乗車人員が増加を続けるなど皆さまの移動手段として定
着してきました。これまで、サービスの維持・充実に向け、運行内容の変更について検討を行ってきましたが、１１月１日か
ら次のとおり乗車料金等の変更を行うこととしましたのでお知らせします。皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

新しい乗車料金について
○基本料金を現行の300円から400円に変更します。（未就学児は引き続き無料）
○小学生、障がいをお持ちの方、介助者は基本料金の半額となる200円になります。

○料金の変更に伴い10月1日から「200円券」「100円券」の販売を開始します。
○現行の「300円券」は翌年3月31日まで使用可能となりますので、11月1日以降は「100円券」と併用して乗車してください。         
　＜10月1日から10月31日までの乗車券使用例＞
　　例1：  現　300円券
　　例2：  新　200円券　＋　新　100円券

　＜11月1日からの乗車券使用例＞（400円の場合）
　　例1：  現　300円券　＋　新　100円券
　　例2：  新　200円券　＋　新　200円券
※ 障がい者、介助が必要な方は、事前申請等（乗車券の交換を含む）が必要となります。今後の申請、手続き等につきま

しては、別途お知らせします。
※現行の300円券については、令和元年度内に利用しない場合は乗車券の交換となりますのでご了承ください。

新しいエリアについて

問  企画政策課（内線556）

○ 共通エリア（友部・笠間市街地）には，市内全域から乗継をすることなく移動することができるようになります。
　（現在実施している試験運行を本格運行に移行します。）
○笠間広域斎場（やすらぎの森）を共通エリアに追加します。

区分 新料金 現行料金
基本料金 400 円 300 円
未就学児 無料 無料
小学生

200 円 300 円障がい者　　※身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳を所持する方
介助者　　　※一人で乗降車が困難な方を介助する方

　　　　　　　　　　　　 10/1　　　　　　　  11/1　　 　翌3/31
現行料金 新料金

◯現 300 円券 販売終了 3/31 まで使用可能

◯新 200 円券 販売・使用開始

◯新 100 円券 販売・使用開始
販売終了
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まちづくりナビ
笠間のいな吉®
笠間特別観光大使今回は、「景観計画を適用する区域」、「本市の景観形成基本方針」についてご説明します。

第7回

【問い合わせ】都市計画課（内線 586）
次回は、立地適正化計画の各種誘導区域の設定方法についてお知らせします。

景観まちづくり
にはみんなの力
が必要不可欠
なんだ！

文化景観
伝統的な祭事、文化的なイベントな
ど、地域固有の文化的背景が垣間見
える景観

産業景観
産業的な土地利用がなされている街
並みや、本市の産業の特徴が垣間見
える景観

自然景観
山や河川、起伏により生み出された
景観や、田畑など自然的土地利用が
なされている景観

歴史景観
神社仏閣や史跡など、本市の歴史的
背景が垣間見える景観

暮らしの景観
住宅地の街並みや、集落地及び幹線
道路とその沿道、駅周辺など暮らし
の中の景観

豊かな里山や自然の山並みが
形成する景観の保全・活用

地域の魅力ある歴史・
文化資源の保全・活用
　歴史的な建造物や、祭事などの伝統風習は、地域の宝であり、
それらの保全･活用による景観まちづくりを行います。

まちなか (本市の顔 )に
ふさわしい景観まちづくり
　鉄道駅や市街地部など、本市の顔となる地域では、地域内外
に誇ることができる景観を生み出します。

市民と共につくりあげる
持続的な景観まちづくり
　市民団体や学校と協力し、地域の魅力発見・郷土愛の育成に
努め、持続的に景観まちづくりを行なえる環境をつくります。

　花々が咲き誇る風景や、住環境と一体となった里山景観など
多くの自然資源があり、それらの保全・活用を進めます。

課題を解決するための景観形成基本方針は次のとおりです

本市の景観の現状と市民アンケートの結果から見えてくる課題

良好な景観を保全・形成する区域として、市全域を景観計画区域とします
●本市は、豊かな自然景観を有し、市内各所に多数の地域資源があり、それぞれの地域で異なる魅力を持ってい

ます。これらの特徴を有効活用し、都市部や農村部の分け隔て無く、良好な景観を形成していく地域として、  
市全域 を 景観計画区域 に設定します。

●本市の多様な景観資源を次の特性に分類します。

佐白山 塙家住宅

笠間の陶炎祭

稲田みかげ石

JR 友部駅

●太陽光発電施設や耕作放棄地、空家・空店舗など、景観を阻害する要因の増加による、自然的な景観や市街地の
賑わい景観の悪化

●神社仏閣や地域の祭など、歴史・文化景観の保全・維持と活用が不十分
●景観に関する情報発信の少なさや、市民の関心の低さ

※上記の景観特性は、ある視点場から視対象を眺望したときに視覚で捉える「眺望景観」、人の営みや伝統的な祭事、心に残る原風景などの
　「心象景観」も包括しています。また、それぞれの特性は密接に関連しているため、複合的な特性をもつものもあります。

自然

歴史産業

文化 暮らし

愛宕山

笠間稲荷神社

笠間の菊まつり
笠間の陶炎祭
笠間芸術の森公園

稲田みかげ石
笠間焼

栗

駅 鉄道

稲田神社
楞厳寺
笠間城跡

幹線道路

住宅地

ホタル 佐白山

野口池
ヒメハルゼミ

涸沼川

景観資源

令和元年 広報かさま ［９月号］ No.16219



かさま

ともべ

いわま

TEL.0296-72-5046

TEL.0296-78-1200

TEL.0299-45-2082

@kasama_klib

@tomobe_klib

@iwama_klib

書籍・CD
DVD

と しょ かん

と

も

べ

い

わ

ま

か

さ

ま

おはなし会（０歳～３歳向け　午前１１時～１１時２０分）
10月4日（金）『パンダなりきりたいそう』ほか
10月18日（金）『わんわん』ほか
おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
10月6日（日）『やきいもするぞ』ほか〈アイ　アイ〉
10月13日（日）『10にんのきこり』ほか〈箱田エプロン・ママーズ〉
10月20日（日）『となりのたぬき』ほか〈はあとtoはあと〉
10月27日（日）『おやすみ、はたらくくるまたち』ほか〈ハッピー〉
上映会（午後２時～）
10月19日（土）『父と暮せば』（99分）
ギャラリー
9月27日（金）～10月30日（水）
　日本スペイン国交関係樹立１５０周年記念事業

「笠間焼展覧会」写真展示

おはなし会（０歳～３歳向け　午前１１時～）
10月3日（木）『くだものいろいろかくれんぼ』ほか
10月17日（木）『パパおふろ』ほか
おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
10月6日（日）来てのおたのしみ！〈すみれのＷＡ〉
ギャラリー
10月1日（火）～10月13日（日）

「子ども読書フェスティバル作品展示」
子ども読書フェスティバル実行委員会
10月14日（月・祝）～10月27日（日）

「絵画・写真・生け花等展示」友部地区民生委員・児童委員

おはなし会（０歳～３歳向け　午前１１時３０分～正午）
10月10日（木）『どんぐり』ほか
＊場所：岩間子育て支援センター くりのこ
おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～２時３０分）
◇日曜おはなし会
10月6日（日）『コロッケです。』ほか
◇おはなしのとびら
10月12日（土）『ちいさな魔女とくろい森』ほか

＜めだかクラブ＞

岩間図書館講座
「図書館HPを便利に使おう！」（一般向け）
笠間市立図書館HPの資料検索のコツや便利な機能などを図書
館職員が説明します。また、普段見ることができない閉架書庫や
ブックポストなどの見学もあります。ぜひ、ご参加ください。
日　　　時：10月19日（土）午前10時～11時30分
場　　　所：市民センターいわま２階　会議室
申 込 期 間：10月1日（火）午前9時～
　　　　　  10月17日（木）午後7時
対象・定員：中学生以上　１0名（先着順）
電話または岩間図書館窓口でお申し込みください

　秋の読書週間にあわせて、「子ども読書フェスティバル」を開催します。それぞれの図書館で活動しているボランティア団体
のみなさんが中心となり、楽しい企画を用意してお待ちしています。どなたでも無料で参加いただけますので、家族や友人と
ぜひお越しください。大人の方も、子どもたちと一緒に本の世界を楽しみましょう！

開催日時 実施場所 内　　容

10月13日（日）
午前10時～午後0時30分

友部図書館
２階　視聴覚室

絵本の読み聞かせの他、応募いただいた読書感想文、読書感想画、手作り絵本の
優秀作品の表彰式を開催します。なお作品は、10月1日（火）～10月13日（日）
まで、友部図書館のギャラリーで展示します。

10月26日（土）
午後2時～3時30分

市民センター いわま
２階　会議室

絵本の読み聞かせや、絵巻物語、小学生の「読み聞かせ隊」による大型絵本など、
子どもから大人まで一緒に楽しめる企画がいっぱいです！

11月17日（日）
午後2時～3時30分

笠間図書館
２階　ホール

ボランティアのみなさんによる、おはなしや絵本の読み聞かせなどの楽しい企画
で開催します。今年もいな吉が見にきます！

各館の行事予定

子ども読書活動推進事業

子ども読書フェスティバル　

10月

昨年の様子

笠間図書館 友部図書館 岩間図書館
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際
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木
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問
い
合
わ
せ
】

き 

む
ら　
み　
え　
こ

　笠間市に住んでいる外国人に登場してもらい、母国の文化、笠間市の地域の人との交流、異国での子育て、仕事の事、将来の夢などを語ってもらいます。
Ｉは国際交流協会の聞き手、Ｆは外国人の声です。
では、さっそく始めましょう。

笠間市に住んでいる外国人と

お顔を拝見してお話をしてみました。

（取材は8月に行いました）

フェイス フェイス

Ｉ：
ク
オ
ン
さ

ん
、
こ
ん
に
ち

は
。出
身
国
は
ど

こ
で
す
か
？

Ｆ：
ベ
ト
ナ
ム
で

す
。ベ
ト
ナ
ム
の

大
学
を
卒
業
し

て
、
今
年
日
本
の

企
業
に
就
職
し
ま

し
た
。

Ｉ：
ど
ち
ら
の
会
社
で
す
か
？

Ｆ：
日
立
ハ
イ
テ
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

Ｉ：
ご
家
族
は
日
本
の
企
業
に
就
職
す
る
事
に
は
賛

成
で
し
た
か
。

Ｆ：
は
い
、
父
も
母
も
兄
も
大
賛
成
で
す
。父
は
農
業

の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、日
本
の
農
業
が
大

好
き
で
す
。母
は
教
員
で
し
た
。兄
は
医
者
で
す
が
、兄

も
日
本
の
医
療
技
術
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

Ｉ：
で
は
今
は
家
族
と
離
れ
て
笠
間
に
一
人
で
住
ん

で
い
る
の
で
す
か
？

Ｆ：
は
い
。友
部
の
カ
ス
ミ
の
近
く
に
一
人
で
住
ん
で

い
ま
す
。

Ｉ：
そ
れ
は
便
利
で
良
い
で
す
ね
。

Ｆ：
毎
日
、カ
ス
ミ
で
食
品
の
買
い
物
を
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
と
て
も
便
利
で
す
が
、ベ
ト
ナ
ム
の

食
材
を
見
つ
け
る
の
は
大
変
で
す
。

Ｉ：
ベ
ト
ナ
ム
料
理
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
好
き
で

す
か
。

Ｆ：
エ
ビ
や
シ
ー
フ
ー
ド
の
ス
ー
プ
に
お
米
の
麺
を

入
れ
た
フ
ォ
ー
が
好
き
で
す
。

Ｉ：
わ
ー
、美
味
し
そ
う
で
す
ね
。フ
ォ
ー
は
、日
本
で

も
最
近
人

気
が
あ
り

ま
す
。

Ｆ：
日
本

人
も
ベ
ト

ナ
ム
の
こ

と
知
っ
て

い
て
く
れ

て
嬉
し
い
で
す
。

Ｉ：
ベ
ト
ナ
ム
の
方

た
ち
は
日
本
の
こ

と
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？

Ｆ：
ベ
ト
ナ
ム
で
は

日
本
の
車
が
た
く

さ
ん
走
っ
て
い
ま

す
。オ
ー
ト
バ
イ
は

ほ
と
ん
ど
ホ
ン
ダ

で
す
。私
は
将
来
、

日
本
の
企
業
の
高
い
技
術
を
ベ
ト
ナ
ム
に
輸
入
し
て
、

私
の
国
を
日
本
の
よ
う
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
国
に
し
た

い
で
す
。

Ｉ：
休
み
の
日
に
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す

か
？

Ｆ：
日
本
語
教
室
に
通
っ
た
り
、
そ
こ
で
友
達
に
な
っ

た
仲
間
と
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
し
て
、

友
達
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

Ｉ：
そ
れ
は
良
い
で
す
ね
。日
本
の
学
校
は
今
夏
休
み

中
で
、
会
社
も
お
盆
休
み
や
夏
休
み
が
あ
り
ま
す
が
、

ク
オ
ン
さ
ん
も
夏
休
み
が
取
れ
ま
す
か
？

Ｆ：
は
い
、
夏
休
み
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。10
日
間
取

れ
ま
す
。

Ｉ：
10
日
間
あ
れ
ば
長
期
旅
行
が
で
き
ま
す
ね
。

Ｆ：
私
は
韓
国
に
行
く
予
定
で
す
が
、
ま
だ
ビ
ザ
が
取

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ビ
ザ
が
と
れ
な
け
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
に
帰
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ：
ビ
ザ
が
と
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
、
ク

オ
ン
さ
ん
の
よ
う
に
日
本
の
企
業
に
就
職
し
て
、そ
こ

で
得
た
知
識
を
母
国
企
業
に
持
ち
帰
る
と
い
う
働
き

方
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い

く
の
で
す
ね
。今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市内イベントに参加した様子
（左がクオンさん）

▲ベトナム文化を話す
　クオンさん

グエン スアン クオンさん

プロフィール
出身地：ベトナム タンフォアン

職　業：日立ハイテク
　　　 ソリューションズ勤務

現住所：笠間市東平地区

家　族：父、母、姉２人、兄

兄の結婚式
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ベスパック株式会社
所在▶笠間市福田961-22　TEL▶0296-70-2501
事業▶プラスチック容器の製造

Q 

入
社
の
き
っ
か
け
は

　

も
と
も
と
機
械
を
い
じ
る
の
が
好
き

だ
っ
た
の
で
、そ
う
い
っ
た
知
識
を
深
め
、

生
か
せ
る
よ
う
な
職
場
を
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
目
に
留
ま
っ
た
の
が
弊
社
で
す
。笠
間

市
主
催
の
事
業
所
見
学
会
に
参
加
し
、弊
社

の
清
潔
な
環
境
や
働
き
や
す
そ
う
な
雰
囲

気
を
見
て
良
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、自
宅
か
ら
も
通
い
や
す
く
、土
日

が
し
っ
か
り
休
め
る
職
場
と
い
う
の
も
魅

力
の
一
つ
で
す
。

Q 

ズ
バ
リ
! !
わ
が
社
の
ス
ゴ
い
と
こ

　
食
品
用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
、生

活
の
す
ぐ
身
近
に
あ
る
製
品
を
作
っ
て
い

る
の
が
自
慢
で
す
。ま
た
、品
質
の
良
い
製

品
を
生
産
す
る
た
め
に
、工
場
内
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

ク
ラ
ス
８
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
に
な
っ
て
い
て
清
潔
感
が
あ
り
、

さ
ら
に
機
械
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
が

進
ん
で
い
る
の
も
ス
ゴ
味
の
一
つ
で
す
。

当社はISO洗浄度クラス8クリーンルーム環境
下での生産体制と自動化設備を取り入れた食
品用プラスチック容器製造メーカーです。皆さ
んの身近にある食品メーカーやコンビニエン
スストア向けに高品質で安全、衛生的な製品
を提供しております。

《会社からのお知らせ》

工場内部

作業風景

吉田 憂斗さん
よしだ ゆ う と

（笠間市在住・３年目）

～がん ばる企 業  応 援 連 絡 会 ～

かさま企業セレクション
KASAMA-K ig you-Se lec t ion

Q 

働
い
て
み
て
知
っ
た
こ
と

　

見
学
し
た
時
に
は
簡
単
な
作
業
に
見
え
た
事

が
、実
は
細
か
い
作
業
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
、先
輩
達
の
技
術
の
す
ご
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。就
職
し
た
て
の
頃
は
失
敗
す
る
事
も
あ
り
、自

分
の
ミ
ス
で
生
産
ラ
イ
ン
を
止
め
て
し
ま
う
と
い

う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
が
、先
輩
や
上

司
に
相
談
し
た
り
、同
期
と
改
善
策
に
つ
い
て
話

し
た
り
す
る
環
境
が
あ
っ
た
の
で
、今
で
は
楽
し

く
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
。

私が

答えま
す！

ラ
イ
ン
を
止
め
る
な
！

　
　
　極
ク
リ
ー
ン
工
場

【問い合わせ】企画政策課（内線 591）

令和元年 広報かさま ［９月号］ No.162 22



Hot People
最近のまちの話題をお届けします

45 3

4

　
子
ど
も
た
ち
に
、
伝
統
文
化
で
あ
る
陶
芸
を
通
し
、
自
由
な
創
造

力
を
発
揮
す
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
「
全

国
こ
ど
も
陶
芸
展
in
か
さ
ま
」
が
19
回
を
迎
え
、
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
国
か
ら
1,
5
6
4
点
の
応
募
が
あ
り
、
特
別
賞
と
し

て
市
内
か
ら
は
、
文
部
科
学
大
臣
賞
に
杉す

ぎ

田た

元げ
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
笠
間

小
3
年
）、
県
知
事
賞
に
福ふ

く

野の

裕ゆ

悠た
か

さ

ん
（
笠
間
小
5
年
）、
茨
城
新
聞
社
長

賞
に
須す

藤と
う

彩あ
や

望の

さ
ん
（
友
部
小
6
年
）

笠
間
陶
芸
大
学
校
学
校
長
賞
に
前ま

え

澤ざ
わ

花は
る

音ね

さ
ん
（
友
部
小
6
年
）、
県
陶
芸

美
術
館
長
賞
に
小こ

林ば
や
し

佳か

暖の
ん

さ
ん
（
笠

間
中
3
年
）、
市
長
賞
に
河か

わ

又ま
た

亜あ

実み

さ

ん
（
笠
間
中
3
年
）、
教
育
長
賞
に
鈴す

ず

木き

修し
ゅ
う

斗と

さ
ん
（
み
な
み
学
園
8
年
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

五
平
地
区
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
盆
踊
り
大
会
が
行

わ
れ
、
今
年
で
節
目
と
な
る
40
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

３
０
０
人
以
上
の
市
民
が
参
加
し
、
3
階
建
て
ビ
ル
相
当

の
高
さ
の
や
ぐ
ら
を
中
心
に
、
大
人
と
一
緒
に
子
ど
も
た

ち
も
輪
に
な
っ
て
、
踊
り
方
を
教
え
あ
い
な
が
ら
盆
踊
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
平
独
自
の
地
元
小
学
5
、
6
年
生
に
よ
る
子

供
太
鼓
演
奏
や
ビ
ン
ゴ
大
会
も
開
催
さ
れ
る
と
、
会
場
は

大
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

40
回
目
を
迎
え
た
盆
踊
り
大
会

2

5

　
合
気
会
茨
城
支
部
道
場
の
稲い

な

垣が
き

繁し
げ

實み

師
範
の
も
と
に
は
、
海
外
か

ら
毎
年
の
よ
う
に
講
習
会
の
要
請
が
あ
り
、
今
回
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

北
西
部
の
ズ
ウ
ォ
ト
ゥ
フ
市
で
合
気
道
講

習
会
が
開
催
さ
れ
、
14
カ
国
か
ら
1
5
0
人

の
稽
古
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
期
間
中
に
は
、
平ひ

ら

澤さ
わ

憲け
ん

次じ

師
範
が
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
合
気
道
を
習
う
子
ど
も
達
を
指
導

す
る
時
間
も
設
け
ら
れ
、
国
や
世
代
を
越
え

た
素
晴
ら
し
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
開
祖
の
合
気
道
の
精
神
を

伝
授
し
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
や
イ

タ
リ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
等
14
カ
国
を
訪
れ
て

い
ま
す
。

　
第
62
回
小
学
生
・
中
学
生
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
が

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
三
重
県
）
で
行
わ
れ
、
中
学
生
女
子
の

部
団
体
の
形
と
組
手
で
、
日
本
空
手
協
会
笠
間
支
部
が
５

位
と
な
り
、
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
空
手
は
私
も
学
生
時
代
に
主
将
を
務
め
た
経

験
が
あ
り
、全
国
で
結
果
を
残
せ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

世
界
に
広
が
る
合
気
道
の
和

空
手
女
子
が
市
長
を
表
敬
訪
問

3
　
南
友
部
地
区
の
「
自
然
ふ
れ
あ
い
の
森　
ビ
オ
ト
ー
プ

天
神
の
里
」
で
、
N
P
O
法
人
ビ
オ
ト
ー
プ
天
神
の
里

を
作
る
会
が
、
環
境
保
全
や
環
境
教
育
な
ど
を
目
的
に
釣

り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、市
民
な
ど
11
家
族
32
名
が
参
加
し
、フ
ナ・

ク
チ
ボ
ソ
（
モ
ツ
ゴ
）
や
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
釣
れ
た
魚
を
水

槽
に
入
れ
観
察
し
、魚
は
元
の
場
所
へ
と
放
流
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を
育
む
天
神
の
里

特設盆踊り会場 釣りを楽しむ参加者表敬訪問した皆さん（左から杉
すぎ

森
もり

萌
め

衣
い

さ
ん、佐

さ
々
さ

木
き

瑠
る

美
み

さん、藤
ふじ

田
た

凛
りん

さん）

8
1

7
27〜

8
3

8
3

8
8

2

技の手本を見せる、稲垣さん（中央）
1

1
全
国
こ
ど
も
陶
芸
展
in
か
さ
ま 

特
別
賞
受
賞
者

7
26

笠間市の入賞者。左から杉田さん、鈴
木さん、福野さん、須藤さん、前澤さん、
小林さん、河又さん

令和元年 広報かさま ［９月号］ No.16223



2

12

7
24

2
　
笠
間
台
湾
交
流
事
務
所
開
設
か
ら
１
周
年
を
前
に
記
念
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初

に
笠
間
市
と
中
華
民
国
行
政
院
農
業
委
員
会
農
糧
署
（
台
北
市
）
に
お
い
て
は
、「
食
を

通
じ
た
文
化
交
流
と
発
展
的
な
連
携
強
化
に
関
す
る
覚
書
」
が
締
結
さ
れ
、
11
月
1
日
に

笠
間
市
内
の
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
の
給
食
に
台
湾
バ
ナ
ナ
約
5
8
0
0
本
が
提
供
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
台
湾
ゴ
ル
フ
協
会
・（
株
）
宍
戸
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
・
笠
間
市
の
三
者
で
「
東

京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
台
湾
ゴ
ル
フ
選
手
事
前
キ
ャ
ン
プ
基
本
合
意
書
」

の
締
結
式
も
行
わ
れ
、台
湾
ゴ
ル
フ
選
手
の
笠
間
で
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
台
湾
ゴ
ル
フ
協
会
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
粘
り
強
く
誘
致
活
動
を
行
っ
た
こ

と
や
、
笠
間
台
湾
交
流
事
務
所
に
よ
る
関
係
各
所
へ
の
働
き
か
け
が
今
回
の
合
意
に
結
び

つ
い
た
も
の
で
す
。

※
行
政
院
農
業
委
員
会
（
日
本
の
農
林
水
産
省
の
機
能
を
有
す
る
機
関
）

笠
間
台
湾
交
流
事
務
所
開
設
1
周
年
記
念
事
業

7
22

1
　
茨
城
県
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
支
援
と
し
て
7
月
1
日
か
ら
「
い
ば
ら
き
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を
実
施
し
た
こ
と
を
受
け
、
市
で
は
8
月
1
日
か
ら
市
営
住
宅

の
入
居
申
し
込
み
や
、
市
立
病
院
で
の
手
術
同
意
等
の
際
に
利
用
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
7
月
22
日
、
市
の
管
理
職
向
け
に
L
G
B
T
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
配
慮
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
ぶ
L
G
B
T
マ
ナ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、講
師
の
堀
川
さ
ん
か
ら
、

「
自
分
に
と
っ
て
の
当
た
り
前
を
押
し
付
け
な
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
笠
間
市
は
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
性
の
あ
り
方
を
尊
重
し
よ
う

左から、覚書を手にする、胡署長（行政院農業委員会）、山口市長

左から、合意書を手にする、山口市長、王理事長（台湾ゴルフ
協会）、多田野社長（( 株 ) 宍戸国際ゴルフ倶楽部）

研修を受けた管理職のみなさん。前列中央は、講師の堀川さん。

令和元年 広報かさま ［９月号］ No.162 24



4
　
笠
間
の
陶
炎
祭
（
4
月
29
日
～
5
月
5
日
に
開
催
）
で
行
わ

れ
た
野
点
（
抹
茶
碗
展
）
の
出
展
者
南み

な
み

秀ひ
で

利と
し

さ
ん
と
大お

お

塩し
お

君き
み

江え

さ
ん
、
笠
間
の
陶
炎
祭
実
行
委
員
会
の
磯い

そ

部べ

幸ゆ
き

克か
つ

さ
ん
が
市
を

訪
れ
、
売
上
金
の
一
部
を
寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
野
点
（
抹
茶
碗
展
）
と
は
、
陶
炎
祭
の
出
店
作
家
が
制
作
し

た
抹
茶
椀
を
展
示
し
、
お
好
き
な
お
茶
碗
を
選
ん
で
お
抹
茶
を

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
、陶
炎
祭
に
毎
年
出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寄
付
金
は
、
市
の
発
展
の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

陶
炎
祭
関
連
の
寄
付

7
16

笠間小学校付近に設置された車止め講師のフィナンシャルプランナー宮田さん
5 4 3

7
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と
し
て
、
第
11
回 

親
子

手
ひ
ね
り
教
室
が
笠
間
工
芸
の
丘
で
開
催
さ
れ
、
58
組
の
親
子

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
手
ひ
ね
り
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
親
子
で
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
な
が
ら
器
や
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
を
作
り
、
楽
し
い
交
流
の

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
手
ひ
ね
り
体
験
を
通

し
て
親
子
の
絆
を
深
め
、
家
庭
か
ら
「
明
る
い
社
会
」
を
築
い

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

親
子
で
手
ひ
ね
り
体
験

7
6

8
　
は
じ
め
ま
し
て
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
ま
し
た
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

で
す
。
市
民
活
動
課
に
配
属
さ
れ
、
英
語
教
育
や
国
際
化
に
関

す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
同
じ
課
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
日
本

人
っ
ぽ
い
名
前
に
ち
な
ん
だ
「
ア
ン
ド
ウ
・
リ
ュ
ウ
」
と
い
う

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
見
か
け
た
際
に
は
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
二
年
前
に
留
学
し
た
時
か
ら
日
本
で
の
生
活
に
憧
れ
て
い
ま

し
た
。
今
回
笠
間
で
働
く
こ
と
が
で
き
て
こ
れ
か
ら
の
生
活
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
一
生
懸
命
や
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
頑
張
る
べ
！

笠
間
市
国
際
交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）
に

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
が
着
任

8
1

5
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」
に
て
、
介
護
・
財

産
管
理
・
相
続
の
た
め
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
活
用
し
た
勉

強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
相
続
に
関
す
る
法
律
や
成
年
後
見
制
度
を
ク
イ
ズ
形
式
で
楽

し
く
学
び
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
記
入
で
は
子
ど
も
の
頃

を
懐
か
し
み
、
大
切
な
人
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
涙
す
る
参
加

者
も
い
ま
し
た
。

　

書
く
こ
と
は
大
切
な
人
へ
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
。
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
記
入
す
る
こ
と
は
、
備
え
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
活
用
し
よ
う

7
19

3
　
歩
行
者
を
巻
き
込
ん
だ
事
故
は
、
交
通
事
故
全
体
の
3
分
の

1
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、交
通
事
故
か
ら
歩
行
者
を
保
護
す
る
対
策
と
し
て
、

市
内
主
要
道
路
交
差
点（
笠
間
小
学
校
付
近
の
大
和
田
五
叉
路
、

友
部
第
二
小
学
校
区
の
民
間
交
番
あ
さ
ひ
前
交
差
点
、
岩
間
第

三
小
学
校
区
の
駅
東
大
通
り
線
の
吉
岡
十
字
路
）
3
か
所
に
車

止
め
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
交
通
事
故
防
止
に
向
け
た
対
策
を
し
て
い

き
ま
す
。

歩
行
者
を
守
る
安
全
対
策

7
19

6
　
笠
間
公
民
館
で
公
民
館
3
館
と
図
書
館
3
館
の
合
同
不
審
者

対
応
訓
練
が
本
番
さ
な
が
ら
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
笠
間
公
民
館
の
開
館
時
間
内
に
正
面
玄
関
か
ら
不
審
者
1
名

が
侵
入
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ
た
訓
練
で
、
笠
間
警
察

署
の
指
導
の
も
と
、「
さ
す
ま
た
の
使
い
方
」
を
学
ん
だ
あ
と
、

来
館
者
の
避
難
誘
導
、
警
察
へ
の
通
報
な
ど
の
対
応
方
法
を
確

認
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
た
。

も
し
も
の
た
め
に
。
不
審
者
対
応
訓
練

678

左から、南さん、大塩さん、山口市長、磯部さん

真剣に作成する参加者 さすまたを使用した侵入者確保着任したアンドリューさん（左）

令和元年 広報かさま ［９月号］ No.16225



【問い合わせ】 秘書課　広報戦略室（内線225）

母 早紀さん

お兄ちゃんに
負けず元気に
育ってね！！

7月生まれ 古川 誠道くん
まさみちふるかわ

母 麗加さん

元気いっぱいに
育ってね！

7月生まれ 綿引 悠乃ちゃん
はるのわたひき

母 寿子さん

すくすく
大きくなってね

6月生まれ 大槻 明日鷹くん
あしたかおおつき

母 莉華子さん

これからも
元気一杯

遊ぼうね！

6月生まれ 市毛 椛鈴ちゃん
かりんいちげ

母 幸さん

元気に大きく
育ってね！

7月生まれ 小田 匠李くん
しょうりおだ

母 恵美さん

強く、賢く、
逞しく！

大きくなってね♡

6月生まれ 福田 歩希くん
ほまれふくだ

母 琴美さん

元気に育ってね

6月生まれ 大森 風花ちゃん
ふうかおおもり

姉 杏ちゃん母 一沙さん

姉妹仲良く
育ってね♡

6月生まれ 加藤 澪ちゃん
みおかとう

母 真代さん父 一成さん

これからも
笑顔いっぱいに

育ってね！

7月生まれ 津下 睦ちゃん
むつみつげ

母 由佳さん

りのちゃんの
笑顔が皆大スキ♡

6月生まれ 横山 りのちゃん
よこやま

兄 陽羽くん母 佳代子さん

仲よく
元気に

育ってね！

7月生まれ 内桶 葵斗くん
あおとうちおけ

蓮夏ちゃん
れんか

母 智恵子さん

たくさんたべて
大きくなってね♡

7月生まれ 竹中 惇人くん
じゅんとたけなか

母 真里恵さん

あなたの
笑顔でみんなを
幸せにしてね♡

6月生まれ 平澤 陽日季くん
ひびきひらさわ

母 美里さん

これからも
すくすく元気に

育ってね♡

7月生まれ 園部 葵海くん
あおいそのべ

母 綾子さん

笑顔いっぱい、
大きくなあれ！

7月生まれ 須藤 花埜ちゃん
かのすどう

母 真由美さん

元気に育ってね

7月生まれ 大久保 衣織ちゃん
いおりおおくぼ

母 裕子さん

優しい子に
育ってね

6月生まれ 大内 依央吏くん
いおりおおうち

母 さとみさん

いつも笑顔を
ありがとう

7月生まれ 中島 光希くん
みつきなかじま

剣道は、筋力やスピードを争う他の競技と違い、心を大
切にする競技で、年を重ねても若い人と竹刀を交え稽古
することができます。いつまでも剣道を続けられるよう
に正しい剣道を心がけて、子どもたちを指導しています。
剣道に興味がある方は、ぜひ見学にいらしてください。

－ スポーツ少年団 －
青少年の健全育成のために創設されたスポーツ少年団は、東京
五輪の２年前に創設されました。
スポーツ少年団は、同じ年の子どもと同じ目標に向かって走っ
たり、学年の違う子どもともふれあったりできます。この貴重な
機会を体験しませんか。

は
な
わ  

き
よ
し

は
な
わ  

き
よ
し

塙  

清 

教
士 

七
段

塙  

清 

教
士 

七
段

剣
道
を
通
し
て
の
人
間
形
成

　
道
場
の
塙 

清
館
長
は
、「
技
術
的
な
上
達

や
試
合
で
勝
つ
こ
と
を
目
標
に
稽
古
を
重
ね

て
い
ま
す
が
、一方
で
相
手
の
人
格
を
尊
重
で

き
る
心
豊
か
な
人
に
な
る
た
め
に
、
礼
法
が

と
て
も
大
切
で
、
剣
道
を
通
し
て
こ
れ
ら
を

育
て
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

直心館飯島道場直心館飯島道場第5回

指
導
者
コ
メ
ン
ト

市内のスポーツ少年団を紹介するコーナー「熱血少年少女応援部」。第5回は直心館飯島道場を訪ねました。

問 0296-77-3437

剣
道
の
発
展
と
地
域
少
年
の
健
全
育
成

道
場
訓「
う
そ
を
つ
い
て
は
い
け
な
い
、な
ま
け
て
は
い
け
な
い
、

や
り
っ
ぱ
な
し
に
し
て
は
い
け
な
い
、わ
が
ま
ま
を
し
て
は
い
け
な
い
、

人
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
な
い
」の
実
践
。

剣
道
の
発
展
と
地
域
少
年
の
健
全
育
成

道
場
訓「
う
そ
を
つ
い
て
は
い
け
な
い
、な
ま
け
て
は
い
け
な
い
、

や
り
っ
ぱ
な
し
に
し
て
は
い
け
な
い
、わ
が
ま
ま
を
し
て
は
い
け
な
い
、

人
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
な
い
」の
実
践
。

指導方針

指導者 おおたか  ゆきおおおたか  ゆきお
館長　塙　　清　教士 七段（右）

　　　大高幸夫　教士 七段（左）

道
場
紹
介

　
直
心
館
飯
島
道
場
は
、
1
9
7
7
年
（
昭

和
52
年
）
に
飯
島
栄
先
生
（
範
士
）
が
剣
道

の
発
展
と
地
域
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と

し
て
設
立
し
た
剣
道
場
で
す
。
日
本
伝
統
の

剣
道
修
練
を
通
じ
、
青
少
年
の
礼
儀
作
法
、

し
つ
け
教
育
に
重
点
を
置
い
た
修
練
道
場
で

す
。
現
在
小
学
生
13
名
が
所
属
し
て
い
て
、

毎
週
3
日
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
拠
点

　
直
心
館
　
飯
島
道
場
（
小
原
地
区
）

練
習
日
時

　【
月
・
水
・
土
】
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

目
　
　標

　
剣
道
を
通
し
て
の
人
間
形
成

活
　
　動

　
各
種
大
会
へ
の
参
加
、
年
末
大
掃
除
、
寒

稽
古

い
い
じ
ま
さ
か
え

い
い
じ
ま
さ
か
え

スポーツ少年団に密着インタビュー！
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【問い合わせ】 秘書課　広報戦略室（内線225）

母 早紀さん

お兄ちゃんに
負けず元気に
育ってね！！

7月生まれ 古川 誠道くん
まさみちふるかわ

母 麗加さん

元気いっぱいに
育ってね！

7月生まれ 綿引 悠乃ちゃん
はるのわたひき

母 寿子さん

すくすく
大きくなってね

6月生まれ 大槻 明日鷹くん
あしたかおおつき

母 莉華子さん

これからも
元気一杯

遊ぼうね！

6月生まれ 市毛 椛鈴ちゃん
かりんいちげ

母 幸さん

元気に大きく
育ってね！

7月生まれ 小田 匠李くん
しょうりおだ

母 恵美さん

強く、賢く、
逞しく！

大きくなってね♡

6月生まれ 福田 歩希くん
ほまれふくだ

母 琴美さん

元気に育ってね

6月生まれ 大森 風花ちゃん
ふうかおおもり

姉 杏ちゃん母 一沙さん

姉妹仲良く
育ってね♡

6月生まれ 加藤 澪ちゃん
みおかとう

母 真代さん父 一成さん

これからも
笑顔いっぱいに

育ってね！

7月生まれ 津下 睦ちゃん
むつみつげ

母 由佳さん

りのちゃんの
笑顔が皆大スキ♡

6月生まれ 横山 りのちゃん
よこやま

兄 陽羽くん母 佳代子さん

仲よく
元気に

育ってね！

7月生まれ 内桶 葵斗くん
あおとうちおけ

蓮夏ちゃん
れんか

母 智恵子さん

たくさんたべて
大きくなってね♡

7月生まれ 竹中 惇人くん
じゅんとたけなか

母 真里恵さん

あなたの
笑顔でみんなを
幸せにしてね♡

6月生まれ 平澤 陽日季くん
ひびきひらさわ

母 美里さん

これからも
すくすく元気に

育ってね♡

7月生まれ 園部 葵海くん
あおいそのべ

母 綾子さん

笑顔いっぱい、
大きくなあれ！

7月生まれ 須藤 花埜ちゃん
かのすどう

母 真由美さん

元気に育ってね

7月生まれ 大久保 衣織ちゃん
いおりおおくぼ

母 裕子さん

優しい子に
育ってね

6月生まれ 大内 依央吏くん
いおりおおうち

母 さとみさん

いつも笑顔を
ありがとう

7月生まれ 中島 光希くん
みつきなかじま

剣道は、筋力やスピードを争う他の競技と違い、心を大
切にする競技で、年を重ねても若い人と竹刀を交え稽古
することができます。いつまでも剣道を続けられるよう
に正しい剣道を心がけて、子どもたちを指導しています。
剣道に興味がある方は、ぜひ見学にいらしてください。

－ スポーツ少年団 －
青少年の健全育成のために創設されたスポーツ少年団は、東京
五輪の２年前に創設されました。
スポーツ少年団は、同じ年の子どもと同じ目標に向かって走っ
たり、学年の違う子どもともふれあったりできます。この貴重な
機会を体験しませんか。
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な
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勝
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を
目
標
に
稽
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重
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て
い
ま
す
が
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で
相
手
の
人
格
を
尊
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で

き
る
心
豊
か
な
人
に
な
る
た
め
に
、
礼
法
が

と
て
も
大
切
で
、
剣
道
を
通
し
て
こ
れ
ら
を

育
て
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

直心館飯島道場直心館飯島道場第5回

指
導
者
コ
メ
ン
ト

市内のスポーツ少年団を紹介するコーナー「熱血少年少女応援部」。第5回は直心館飯島道場を訪ねました。

問 0296-77-3437

剣
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、
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」の
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。

指導方針

指導者 おおたか  ゆきおおおたか  ゆきお
館長　塙　　清　教士 七段（右）

　　　大高幸夫　教士 七段（左）
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島
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、
青
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の
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作
法
、

し
つ
け
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に
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を
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。
現
在
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が
所
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て
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、

毎
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3
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。
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スポーツ少年団に密着インタビュー！
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人口と世帯数
《常住人口8.1現在》 

（　）内は前月比較

●人　口：
　男
　女

●世帯数：29,047世帯（＋34世帯）
●7月の出生数：45人
●7月の死亡数：75人

74,446人（－35人）
36,475人 （－2人）
37,971人（－33人）

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
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かさま新栗まつり
　「笠間の栗」を広くPRするため、栗をテーマにした「第13回かさま新栗
まつり」を笠間芸術の森公園で開催します。
　栗菓子、生栗などの販売や、栗を使ったゲーム、栗スイーツ作り体験教室、小
学生からアイディアを募る『かさまの「栗」アイディアレシピコンテスト』などが
あり、家族連れでも楽しめるおまつりです。
　また、今回も各店舗の特色を詰め込んだモンブランが集まるコーナーや特別企画
などのイベントを企画しています。
　ぜひ、ご来場いただき、旬の栗をご賞味ください。

第13回

覚
味
の
秋
も
年
今

栗

　ゆで栗・栗ご飯をはじめ、和菓子・洋菓子など、さまざまなもの
に使用されている「栗」。とっても美味しい秋の味覚「栗」の季
節が今年もやってきます！
　笠間市は、温暖な気候と肥沃な大地に恵まれ、日本一と
名高い「栗」が生産されています。

栗を育て 栗をいただく

10月5日（土）・6日（日）
午前9時～午後4時
笠間芸術の森公園  イベント広場

（笠間市笠間2345）

日時

会場

○アクセス
　電車で▶J R常磐線「友部駅」から、かさま観光周遊バスもしくは有料シャトルバスで

約10分。またはJR水戸線「笠間駅」から、かさま観光周遊バスで約15分。
　お車で

※会場周辺は混雑が予想されますので、市内臨時駐車場をご利用ください。（有料シャトルバス運行）
▶北関東自動車道「友部IC」から、国道355号に入り約10分。

【問い合わせ】「笠間の栗」を考える会（事務局：農政課内 内線527）

新栗まつりの様子

第13回特別企画 ①あの紅白出場歌手「純烈」によるスペシャルライブが決定！
②中川学園調理技術専門学校
　　真嶋氏による「公開！栗クッキング」
③岩崎 均シェフの「栗トークショー」
　「TRAIN SUITE 四季島」の初代総料理長
　「ホテルメトロポリタン エドモント」の総料理長


